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序

中之条町は、群馬県の北西部に位置しており、盆地、河岸段丘、丘陵

地、山間部と地形の変化に富んだ自然豊かな環境にあり、また、国指定

の重要文化財である薬師堂や宮沢家住宅をはじめとして、県指定、 If可指

定の文化財や史跡に恵まれた町です。

更に町内には、土に忽もれた状態で存在する埋蔵文化財も多数存在し

ており、これまでにも各種開発に伴う発掘調査を数多く実施し、大きな

成果を上げています。

上原・天神-川端という 三つの巡一跡からなる伊勢町地区遺跡群の調査

は、駅南地区の土地区画整理事業に伴って実施しました。昭和62年度か

ら平成5年度にかけて実施したこの調査では、弥生時代から平安時代の

住居跡が500軒以上も発見されるなど、調査面積においても、実施した

期間においても町にとっては初めて経験する大規模な調査で、調査の実

施中には何度か新聞報道がなされるなど話題となった遺跡です。

この遺跡群の整理作業は、平成6年度から継続的に実施していますが、

このたび、上原遺跡、については、ひとまず整理作業が終了しましたので、

報告書を刊行する運びとなりました。本舎が、地域の歴史を解き明かす

ための資料として活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたり、ご指導ご協力

をいただきました関係者の方々や、調査に従事していただいた作業員の

みなさんに対して深く感謝申し上げます。

平成11年3月31臼

中之条町教育委員会

教育長 中津恒夫



例 言

l 本舎は、中之条町駅南土地広岡盤理事業に伴い、中之条町教育委員会が昭和62年度から平成5年度にか

けて実施した、伊勢町地区遺跡鮮の発掘調査のうち、上l京遺跡について報告するものである。

2 本遺跡は、群馬県吾妻郡中之条問太字伊勢町字上原に所在する。

3 発掘調査は昭和63年度から平成2年度にかけて、断続的に実施した。遺物整理については調査の中断期

間に行ったほか、平成6年度から実施している伊努町地区遺跡群全体の整理作業において行った。なお、

本報告舎の作成は平成9年 l月から干成11年3月まで行った

4 調査組織は以下の通りである (昭和62年度試慰謝査、予成2年度)。

教育長

社会教育課長

社会教育係長

社会体育係長

調査担当者

調査指導

-1品秀行l

福田孝行 (昭和62年度~昭和63年度)

蛾川敏彦 (平成元年度~平成2年度)

宮沢易利 (日目祁62年度 現、社会教育課長)

水出隆夫 (平成 2 年度現、 I~Hf諜庶務係長)

回村宏百J(昭和63年度~予成元年度 現、観光課観光係長)

福田義治 (中之条町歴史民俗資料館 学芸貝)

I/J 佳之(昭和62年度、群馬県教育委員会文化財保護課)

5 本舎の執筆及び編集は、福田義治の協力を得て須崎幸夫 (社会教育課主事)が行った。また、整理作業

及び報告啓の作成に当たっては、小官昭三郎(嘱託)の協力を得た。

6 本調査における記録 出土遺物については、中之条町教育委員会で保管している。

7 調査ならびに本舎の編集に際し、 F記の)j々にご指導、ご協力をいただいた(敬称略)。

群馬県教育委員会文化財保護課駅南土地区画整理組合株式会社コーエィ 株式会社測研株式会社

斉藤土木株式会社八州 パリノ サーヴェイ株式会社宮崎建設株式会社

穴i事義功石井克己大粟勇一}Jtj事宝朗神保偶史|期邦一早田勉田辺芳昭田村公夫長

谷川稲次水田稔山崎 一

8 発指調査作業貝 (敬称略)

伊東貴代 F 岩上勝子小測幸千金井フキ江金井いの子小池せつ子斉藤君代斉藤つね桜井

文子清水茂子治水夏子関はる富津久美子日沢けさよ 湯本軍太郎吉田むつ綿貫絢子

加辺美江子(整理) 宮崎文江 (務理)

10 整理作業員(敬称略)

小測幸子消水夏子高橋正舟水出波雄



凡例

l 遺物実視1)図中の断面基準線は標高で衣し、万位記号は座標北を示す。

2 遺構及び遺物実i~l) 図については以下の縮尺を総本とした。

調査区全体図 1/300 竪穴住民一跡側、nm物跡土坑講 1/60 
上総 1/4 石製品 (玉類 1/1 土製品 石製品(その他) 鉄製品 1/2 

3 遺構造物写真の縮尺は統ーしていない。

4 遺構:Ai則図中で用いたンンポルマークは、以 Fのことを示す。

- 上器土製品 ・ 石器石製品 企 金属製品

5 遺構 造物実視1)図中で用いたスクリーントーンは、以下のことを示す。

医習焼t分布範囲 仁ヨ!旦色上総

6.本遺跡では、 A.B.D区それぞれ別々にグリ y ドを設定し調査したが、 B区については、 A区のグリ

yドをもとに設定した仮グリッドで調査を実施したので、本書におけるB区の遺構の位置は、 A区のグ

リッドに換算Lて表Lた。

7 本遺跡において観察されたテ7ラについては、以ドの略称を用いた。

l~名 -i!'<I I ) テフラ (Hr-S) : FA

戊間一粕川テフラ (As-Kk):粕川軽自

なお、本遺跡の発用調査を実施した際に、 Jミ↑:足(1108)年に発生した浅間山の噴火に由来すると考

えられていた軽石が、その後に行った分析調査で粕川テフラに同定されたため、本;!tでは粕川テフラに

改めている。

8.主軸方位は、竃が設置されている住居跡についてはその設置方向を、竃を持たない住居跡、摺立柱建物

跡、滑については長辺方向を主軸と L、座標北からの角度で表した。

9.遺跡の位世図には、国土地埋院発行50.000分の l地形図の『中之条jを使mした
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~; ]主 A区講計測表

第 2表 AI3:土坑計棚圭
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D-41~土坑出土遺物



第 l章 発掘調査に至る経緯と調査の経過

第l節調査に至る経緯

駅南地区は、巾之条町大字伊勢町の市街地南側にあり、北はJR吾妻線、南は吾妻川に挟まれた京商1.1

km、南北0.5km、面積約45万平方メートルの地区である。

この地区は、これまで主に農業用地として利111されてきたが、道路をはじめとする公共施設の整備改普が

不充分な中で、県道や町道に沿って工場や住宅のill設が徐々に進行している状況にあり、将来、無秩序な市

街化が生活環境の恵化をもたらすのではないかと懸念された こうした状況を改善するために、 中之条町駅

南土地区画整理組合を事業主体として、幹線道路を線幹とした道路の整備を図り、公共設備を整備改善する

と共に町の新Lい市街地を造成することを日的と Lた、土地区画整理事業が計画された。

しかし、当地には、 f群馬県遺跡台帳jに記載されている天神遺跡があるほか、一部の耕地には上器片が

散在していることなどにより、弥生時代から‘ド安時代のj置物包蔵地であると認識されていた。加えて、中世

の城館跡である小城跡や伊参域跡も存住している

町教育委只会と開発課(平成3年4月から郁rli計画課、平成10年4月から土木課都市計阿係)が、当地に

おける埋蔵文化財の取り扱いについて協議 調整を ~T[ねた結果、道水路部分及び遺構が破喫される切上部分

については、まず、鹿蔵文化財の維認調査を行い、 i宜十障が確認された区主主については更に発掘調査を実施し、

記録保存の措置を図ることで合意した。

第2節調査の方法と経過

遺跡の名称については、小字名により、上原、天神、川端遺跡とし、更に各遺跡を工事計両の区画をもと

にアルフアベットで区割りした。また、これらのそ遺跡を伊勢町地区遺跡群と総称して調査を実施していく

こととした。調査は、工事の実施計画に合わせて試摺調査を行い、遺構が確認された区域については、適宜

調査区を設定して本発掘調査を実絡した。なお、遺跡群の試掘調査は、昭和62年度から平成2年度にかけて、

[l[庫補助事業として実施した。

上原遺跡については、 A-F区までの六区分とし、 A. B[孟は昭和62年度に、 C. D . E . F区について

は昭和63年度に試掘調査を実施Lた。この結果、 A. B . D区において遺構が確認され、本発掘調査を実施

した。

このうち、 D区についてはすでに住宅建設が進んでいる区域で、工事も道路整備が主であったので、新設

道路を中心にその周凶の切り土部分が調査付象となった したがって、試掘トレンチにより遺構が確認され

た部分について、適宜拡幅して調査区を設定したため、調査区が分散することにな旬、更にDー 1-5区と

細分して調査を実施した。また、調査区の設定にあたっては、安全対策について特に考慮し、宅地への交通

確保のために、現況道路部分を除くなどの指置をとる一万で、可能な部分については遺構の検出状況に応じ

て若干の拡張を行うなど臨機に対応した。

発t晴樹査は工事の実施計画や事業の進行状況に応じて行ったので、部分的な調査を積み重ねていくという

結巣になった。各区における調在実施期日及び削怖は以下の通りである。

l 



A区(第 l次) 昭和63年 5 月 llR ~昭和63年 7 月 23 日 (1 ， 630m' )

。 (第2次) 平成元年7}j 18日~平成元年8月5日( 850m') 

B区 昭和63年7月6日~昭和63年7月23日( 800m') 

D-l区 平成元年2月3日~平成元年3月20日 240m') 

D-2区 平成元年4月17日~平成元年5月22日 240m') 

D-3区 (第 l次) 平成元年4月19日~平成元年6月8日 150m') 

。 (第2次) 平成元年10月12日~予成元年12月6日(l，050m')

D-4区 平成元年6月12日~平成元年7月6日( 200m') 

D-5区(第 l次) 平成元年9月11日~平成元年10月16日 180m') 

イ〉 (第2次) 平成2年7月17日~平成2年7月31日 500m') 

本発掘調査は、重機による衣上除去の後、人力により遺構確認作業を行った。なお、 A.B区については、

試据調査の結果をもとに更に2m帽の卜レンチを設定して、遺構の分布状況を把握した上で表土除去を行っ

た。検出された遺構については、夜土除去作業を行った後、平 断面図を作成し、合わせてモノクロ及びリ

ノミーサルフィルムによる写真娠影を行った。遺構平 断面図の縮尺は20分の lを基本としたが、遺構によっ

ては10分の lや40分の lの縮尺を選択して作成し、調査区全体図については100分の lで作成した。

調査におけるグリッドの設定五法についてであるが、 A区においては、国家座標のX=64， 920. Y = -87， 

248を起点と Lて、 4m単位で東西ラインには西へ向かつてアルファベットを、南北ライ〆には南へ向かつ

てアラピア数字を割り当てた。また、 B区については、中世の溝やピットが若干検出されただけであったの

で、 A区から移動Lた座標市をもとに仮グリッドを設定して調査を実施した。しかし遺跡ごと、あるいは調

査区ごとにではなく、伊勢町地区遺跡群全体をカバーする統ーしたグリッドを設定した方が調査や整理作業

を行うよで効率的であろうとの考えから、 D-l区の調査からは設定単位を 5mに改めた上で、 A区と同様

の方法でグリッド設定を行った。すなわち、地区の最北西に当たるX=65， 100. Y = -87， 900を起円とし、

東西ラインにはアルファベットのAからTまでを、南北ラインにはアラビア数字を割り当てた。なお、東西

ラインのアルファベァトには更にアラビア数字を什し、 100mごとに Iつずつ加えていくこととした。呼称

は、東西ー南北という順序で、北京隅のポイントをもって表 Lた。

第 2章 遺跡の位置及び周辺の遺跡

第 l節遺跡の位置

中之条町は群馬県の北西部、吾妻郡の東部に位置する。町の中央部を四万川が、東部を名久田川が南流し、

南部を流れる吾妻川に注ぐ。これらの河川の合流出付近には中之条盆地と呼ばれる山間盆地が発達している。

また、 仁記河川の流域に数段の河岸段丘が発達し、吾妻川流域の河岸段丘上に中之条町、吾妻町の市街地が

形成され、他の河川の河岸段丘上にも平坦面を中心に住宅地や耕地が形成されている。

土地区画整理事業が実施された駅南地区は、中之条町の最南部、吾妻川の左岸に形成された河岸段丘上の

平坦地に位置しており、北はJR吾妻線、東は桃瀬川、西は胡桃沢川を境界とした地域である。なお、現在

2 
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は工事の実施により失われたが、当時は地区の中央を10m桜の段丘援が東西に走っており、これによって上

下三段に分かれていた。

昭和63年度から平成2年度にかけて断続的に調査を実施した上原遺跡は、中之条町大字伊勢町字上原に所

在し、駅南地区の北京都に位置している。当時の地形では、 二段に分かれていた駅南地区の上段部に立地し

ており、遺跡の西側は地区の境界である桃瀬川が、ほ11中央部を五良沢がともに段丘を浸食しながら南流し

ていた(五良沢は現在都市下水路として改修されている)。線開は330m前後、当時調査地のほとんとは水

田畑であった。

第 2図 遺跡の位置と周辺の遺跡(1/50守000)

l 上原直跡 2 天神遺跡 3 111措置時 4 Li.I嵐喧跡 5 耐割遺跡 6 柳沢遺跡

7 下平遭跡 8 f尻高直陣 9 中配置跡 10 民間遺跡 II 七日11I遺跡 12 f;生瀬置跡

13 小壇遺跡 14 Oの塔占塙 15 小川古明群 16 m吹塚占塙 17 小塚占Jn 18 樋塚古墳

19 名久1118号墳 20 天台瓦開遺跡 21 古田遺跡

3 
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(2) B区

A区の東側、県道植栗 伊勢町線の西側に位置する。検出された造機は、講4条、土坑 l基、ピァト 3j主

である。いずれも粕川軽石を主体とする暗褐色上を覆土としており、中世の遺構と考えられる。
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第 5図 Dー 1区全体図
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6 

なお、当地は中世の館跡とされる伊参減の推定地でもある。よって、遺惜の分布状況を把保するための試

御調食を実施した際に、{持参城関連の遺構の検出に努めたものの、確認することはできなかった。
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(3) D区

駅南地区の東端部に位置する。五良沢と桃瀬川に挟まれたこの区域は、小城と呼ばれる戦国時代の城跡の

推定地でもある。

検出された遺構は、竪穴式住居跡22軒、講11条、士坑57基、堀2条、ピット273基である。主な遺構につ

いて細分区ごとにみると、 D区の北東に位置する 0-1区では住居4・溝 l、中央に位置する 0-2区では

住居2 溝 1.士坑13 堀 l、北側に位置する 0-3区では住居14 講5・土坑26、南東に位置する 0-4

区では住居 1.溝2 土坑14、南側に位置する 0-5区では住居 i 溝2 土坑4 犠 lである。住居跡の

年代は古墳時代2軒、奈良時代5軒、平安時代12軒、時期不明3軒であった。
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第2節 基本土層

A.B.D区の土層については、以下に示すとおりである。調査区により若干の高低差はあるものの、層

序に大きな変化は見られない。

A区 B区

v 〉

V 
¥/ 

11 
329 .000 m 

332.5似)m

III 
11 

〆〆

旬、- N J III 

V 328.5悦)m

W 
332.2倒、m

VI V 

四 ←/ VI 

D区 A区

勝作土

三ν V o 11'1111桂6層 .'f，褐色の色調を呈する。
回 日時総色土 FAプロ Jク [小)を少量古む。パミスを微量

吉む。

IV FA時前 i貴闘色町プロ yク状。

v ，'.1.¥尚色土 パミスを生量古む。

II 330.500m 
VI 時褐色土 パミスを微量古む。

咽 ローム層

B日

III 
緋作上

H 柏111軽石届 上位1;'黒同色‘下位1;'灰絢色町色調を呈する。

田暗補色土 FA粒子を~(古む。 FA プロ J ク ( k l を聞

W 
:nO.I)()O口3

量古む。パミスを融量吉む。

IV FA咽

V 出制色土 ロームプロ yク(小)を世量古む。

W ローム層

DI孟

V I 緋作上
H 粕川軽石層 上位は黒閤色、下位は灰此出色の色調を:止する。

明 一 回目E側色土 FAプロ Iクを少量含む。

IV FA届

v !.u尚色土 ローム粒千を少量吉む。

VJ ローム漸移層

第11図基本土層
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第4章 検出された遺構と遺物

第 l節上原遺跡A区

( 1 ) 竪穴式住居跡

A似トレ〆チ

A 

. 
ο 

ι，.， 

0(') 、
. . O 

。
一ー="-十ー

ミ

子二三三--二一~二二才 1L.主ニー」一一入 ん~ヘ 7 "f一rーー~、、 -ー~一一一斗 二ーー一戸一一一ニーー一一一戸、、 ----------、 / 一一一一←'_/← ーニヱ-乙~ .，..-

、可L 二二-学三=-一一ーーーー一一一一 可

9 守

A-l号住16跡
l 暗縄色t 柏川軽石多量。

2 暗褐色土 FAnを少量。

3 暗褐色土 FAね古心。 FAプロヅク{小)俄量。カ ポノプロ γク微量。

1 

ミ

o 
t 

4 暗褐色上 FA位多量。FAプロノク(小)少量。カ ボノプロ yク少量。俊上プロノク(小)微量。

5 崎純色 t 4幡に肢を吉む。

6. ，~\~剥色1: FAli!少量。

7 附同色上 FA粒少量。FAブロ ック(小)少置。ロ ムプロ yク (小)少量。貼り床。

8 鼎同色上 FA位徴量。

9 ローム判断睦楢

叩ロム楢

第12図 A-1号住居跡
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A-l号住居跡

位置 第 l次調査区の東側、 04. 5グリッドに位置する。 形状 東壁が試掘トレンチに切られるが、南

北方向を長辺とする長方形であったと推定される。 規模 長辺4.64m、短辺不明。壁高31cm。 主軸方位

N -95' -E 。 床面 ロームi斬移層で構築。ロームブロック、 FAプロックを含む暗褐色土で床を貼っ

ている。平坦で、壁際を除き残存状態は良好であった。 竃 調査では検出されていないが、削平された東

壁に設置されていたと推定される。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴検出されなかった。 間，昔検

出されなかった。 ，量物 須恵器の珂、、鉄製万子が出土している。量的には少ない。 時代 平安時代。

、℃三と/
cコーー Cコー

2 3 

I I 

2 5 cm 

20crr 

1 

第13図 Aー1号住居跡出土遺物

A-1号住居跡出土遺物観察表

遺物 土器瞳別 出土位置
法量(叩) ①胎上②色調 ③焼成 成 畳昨妓 r土の特徴 備 1(; 

番号 器 瞳 間存状況

1 タ~J{ M!.器 + 10cII: 口 ①細砂粒を微量 ②措貧 ロクロ整形、底部回転庁、切り 体部外面に畢轡

勾: 1/3 底 5.6 ③良好

高

2 銑製品 覆土
長さ (5.6)cm 幅0.9叩厚さO.3cm 重量9.8g 

刀子

3 主主製品 覆土
長さ (5.9)cm 幅1.1cm 厚さO.4cm 重量6.8g

刀子

A-2号住居跡

位置 第l次調査区の西側、 D4.5， E4.5グリァドに位置する。 形状 東壁が試掘トレンチに切ら

れるが、南北方向を長辺とする長方形と推定される。北壁から南西隅にかけて 9号溝に切られている。 規

模長辺5.18m、短辺不明。壁高22cm。 主軸方位 N -88。一E。 床面 ローム漸移層で構築。ローム

プロック、 FAプロックを含む暗褐色土で床を貼っている。平坦で壁際を除き残存状態は良好であった。

竃 東壁のやや南寄りに設置されている。試掘トレンチに切られ、両袖の下部のみ検出された。 柱穴 検

出されなかった。 貯蔵穴 検出されなかった。 周溝検出されなかった。 遺物 土師器の杯 ー姿、須

恵器の杯、鉄釘が出土している。 時代 平安時代。

13 
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1. B~褐色士 FA粒多量。FAプロ ノク (小)聞量.I中}闇量。機上プロ yク (小)世量。カーポンプロ yク慣量。

2 時褐色t FA粒吉む。FAプロ ァク (小)惜量。口ーム世間量。機上プロ Jク (小)少量。カーポンプロ ック少量。

3 晴樹色上 FAプロヅク (小)間量。ローム枇古む。焼上ブロック (小)含む。カーポンプロプク古む。

4. &ff尚色上 FAプロ γク (小)多艦、 {中)多量。ローム粒少量。カ-;1;;，-プロ yク少量。
5 出椙色上 FA粒微量。

6 明尚色土 FAプロ γク(小)聞量。0-ム粒多量。

第14図 A-2号住居跡

ロJ 三百

1 

第15図 A-2号住居跡出土遺物①
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第16図 A-2号住居跡出土遺物②

A-2号住居跡出土遺物観察表

，ft物 楠 対{ 出上位置
法量(cm) 1飴上 2ノ色.i>I .1.!完成 成 駐車肢法の特概 i柑 15 

骨リ 出 1量 間存状況

!: 師~~ 3 cm 口 (12.6) 1砂11を微量 2柑 (3¥1t 11柑部検自民で、 f宇都外出慢で内凶1愉梅で、

材、 1/4 底(6.4) j曲 岐部併で

高 3.9 

2 In忠 2; + J.1cm LJ (12.2) I砂祉を1穫量 iJ火1"1 :1 ロクロt"匹、底部回転毘切り後周辺毘慢で

i不 112 底{7.81 良11

高 4.2 

3 m !~ 2; 額十 1I (13.21 l砂柱、小僚を古む 2以 U クυ苧形、底部[njff.糸切り

J.f、 1'3 ri!; ( 7.6) 員制 3良併

高 3.6 

4 L師器 竃袖部 口 22.8 1綱砂H ・u色鉱物日合む 111<晶繍慢で、胸部外面毘削り、内由律で
豊 IJlt部 1lI， zにぶいID 3 ft-.iJ! 

高

5 L師時 +lcm 口 120.0) I砂位古む .， "他此 ! Jf(-g-j]繍停で、胴部外面毘削り、内市j慢で
豊 11村部被 111: H 

高

6 j).製品 + 2cm 
日さ (i.7)cm 柑O.4cm lì/. さ O.I~m ifilil:8. 9}.( 

多T

7 段目品 十 3cm 
長さ (4.3)cm 柑O.3cm 1'1さO.:lcm .f(:-i l. 8 R 

$( 

A-3号住居跡

位置 第 l次調査区の東端、 P5、Q5'6グ 1):;ドに位置する 形状 南壁がやや張り出した正Ji形

規模 以辺 (南北)3.05m、観辺(東西)2.80m 唆高16cm 主軸方位 N -80
0

ー E 床面暗褐

色土脳で構築 1l:ll'平坦だが、残存状態は中央部のみ良好であった。 竃 束壁のややl軒寄りにsiZ位されて

いる。前面lから燃焼部にかけて 5cm佐治ち込んでおり、燃焼部と煙道部は段により分かれている 袖は右袖

が検出され、左袖部には袖石のみ残存していた。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 倹出されなかった。

周溝倹I.tlきれなかった 量物 須.. LI:R品の判、 IIll 甑 羽釜、上師器の3壁、鉄製紡錘'Ic. )) [-がw士し
ている。 時代干安時代!

15 
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八 3 ~;住L奇跡竃

1. Hi)同色 i 焼 1粒多f止。

2 附相色1. FA粒少月上 FAプロノク (小¥j--I.t 

3. RiT酎色 l' F Af<徹量ιFAプ口ノクレj、)微:;"

4 時尚色1.F A位微iti.: FAプロノク 1'1、)微:.i:

焼仁村多量ι 焼 1プ口ノク (小)少:i{

5 暗色1 焼 h
b 附尚色 1 娩 kプロ yク {小 lt眠ゐカー 1:;"プ"

プク 多'lLo 火合む

、

、

l氏。.

.・
(7 o 

". ・・ン

1 

ーヲ丈三三三三.2 .-=;ι=-:7 

{¥-3号陀肘跡

1. Hi~ 私自色上 ドA11少rt!:oF Aブυノク(小)少I.to
2 時間色十 FA粒白む ドAプU ノク(小j 少1氏

カ !〆プU ノク少""

3， .古泌色上 FAl1古む F A -/U J ク 1.11' 1鍍弘

~.I.I~柑色 i プ u ")ク (小)冊以

i 刷出色 1'， F AI~ 多量

第17図 A-3号住居跡

¥てtf ¥メ七グイ ~~t4ノ
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第18図 A -3 号住居跡出土遺物~ ，
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第19図 A-3号住居跡出土遺物②

A-3号住居跡出土遺物観察表

遺物 傾 額 出 i位置
法量(cm) U!fi土 2色調 <3焼成 成 整形技法の特酷 備 " lI'i号 ?，~ " 時存状況~fi 思器 覆I 口 (13.01 l砂粒を!世主Ii: (2暗背灰 口クロ整月三 底部M転糸回り

止{ 1/2 底(2.6) ヂ良肝

向 <¥.2 

2 担!~器 覆上 口 113.3) l砂粒を微量 2;.IA白 ， 3; ロクロ繋形版部回転糸切り

年 ，/2 底(5.8) 且H

高 4.0 

3 須 忠器 積 1 U 113.0) 1砂粒を徹吐 [.灰白 、3 ロクロ整形、底部岡転糸切り

if 1/2 眠 5. <¥ 良好

高 3.7 

4 明 .'L~ 器 関上 " ')緬砂粒を微量 2灰白
ロク口監形 {宇都内面に!Il;l! 

lj、 破片 底 3良計

高

5 m .'E.器 覆上 IJ (1:1.21 i砂粒をI数量 号疋!~! J ロクロ整形 庇部包11:糸旬Jり怯高台貼付

皿 213 ほ(6.21 良併

高 2.9 

17 



遺物 傾 踊 /1¥ 1:1立置

骨日 時 捕 伐存状況

6 3目白'M.~~ 壇上

皿 1/2 

7 t Ii 1. +3"， 

豊 1/' 

8 *Ji止T 出 十2，m
鰍 11、嗣部

1/1 

9 m ，，~器 置

初量 儀片

10 虹製品 + 2cm 

Vil争中
11 民製品 土ocm 

!H 

法量(仁川 l船上主色調 3世1& 成 主配技訟の 1i置

口 13，'1 i細砂粒を微量 2、出府 口ク U聾車、底部自殺r.糸切り怯ぬ白貼付

lif 5，6 3且<f

高 3， i 

[J (17.61 1掴砂粒を微量 2棺 3 IIH綿織慢で、嗣部外幽児削り 内l師微で

底 JHf 

高

r-I (l11l砂粒を徹;;t '2にぶい ロク U格形後間貼付

ri{ dト術 、3Iミ'1

I! 
口(19.01 1小隊隊量 白色鉱物村吉 Uクυ整形f長鍔貼付 刷部外曲I~削り

底 む 2明，j尚 3lH!

高

f1:5.9cm 1'';'さo.tcm .rr.-:世3J.3g

民さ (8.:1) CIT 幅O.8cm J'，ゾt-O.lcm ，r(~17.7g 

1= 

d 
ミ

1'" 

、

‘ 

口。

。

F 

Oてユ

b 

D __ 

~ ，1 

o 

凸

O 

O6 
d 

備 ~ ぢ

一ーd-←

1 

1 

() \:)三 ~l !ll 2 

E ，-一一一一一ーー一-t ミミ云三三三三三吉ヲー
A 4 );.11:)，';.跡
1， Hi'f尚色 I 柏Jllnu多量 l

2 暗褐色 L F ̂  f..'r:~-;，-む FAプU ノク '1' 撤比
3 時制色上 F AP:古む FAプロノク (111) J抗 (kl 世 i~- :tt tブU ノク(小?少量 カーオノゾU ノク少日
4 暗尚色i ドAH少ゐし

第20図 A-4号住居跡①
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久 ~4 号住民跡竃

l 晴出色上 ドA粒少量。 FAプロノク (小)少量。

焼上粒少量。焼 tプロァク(小)少量。

2 附褐色上 FA粒開量。 FAプロ γク (ι1'1少量。
焼 t粒少量。焼上プロック(小)少量。

3 時間色十焼上粒多量。盤上プロノク(小)多量。

4. Hl1偽色土焼上位やや多。焼士ブロック (小)やや

多。

5 日T尚色士 F .~粒少量。ド A ブロック(小)少量。

〈

マアミ争L

第21図 A-4号住居跡②

A-4号住居跡

L 

o 
t 

II IJ 

.----/ヴ~ーー

! 日三日刊}川

位置 第l次調査|メの東端、 Q6 . 7グリ y ドに位置する O 形状 南北万陥jを長辺とする長万形。 規模

長辺4.09m、短辺3.78mo 壁高34cm。 主軸方位 N -90
0 

- E。 床面 ローム漸移!凶で構築。 l'担だ

が、残存状態は中央部のみ良好で、全体的に礁が~f* l:tlしていた 。 竃 東壁のやや南寄りに設置されている o

前面から燃焼部にかけて 4crn佳子喜ち込んでおり、燃焼部と煙道部は段により分かれている。煙道部からは構

築材と推定される擦が検出された。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 険山されなかった。 周湾 検

出されなかった 遺物 須恵碍の杯、士師器の3臣、鉄釘が出1:している o t器のw上は少なく 、ほとんど
が破片であった。 時代 平安時代。

¥1/ -0 ¥又二土二グ

01 、ιm
¥-1 ，) 

I 

第22図 A-4号住居跡出土遺物

A-4号住居跡出土遺物観察表

J置物 持 智1 出上位胆
法量(cm) l胎t '2色調 3焼成 成 核形技法的特世 協 号

番号 持 桂 伐イィ状況

損 'M器 覆仁 [1 l砂位を徴主11 灰f'I 3 ロク口撃形 民部同転糸切り

勾 底部 "宅 5.5 llH 

高

2 上師器 土ocm IJ 1砂粒を間;止 2肴間 3 底部外面箆削り 内面毘俸で

繕A 岐部破片 民(5.0) 良好

高

3 鉄出品 ト4cm 
長さ (:1.9)m 幅り射叩 !与さO.6cm i(i:祉7.5R 

H 

19 



A-5号住居跡

位置 第l次s調査以の中央付近、 L7 . 8グ1) j ドに位置するの 形状 凶側が向1)平されたため不明 規

模 南北辺5.01m、東凶辺不明 壁日 8cm 主軸方位 N-95" -E 。 床面 晴樹色 l二層で構築。 s調査

し得た11凶東側における残イI状態は良好であった 竃 点慢のほぼ中央にd也Lされている 前l面から燃焼

部にかけて緩やかに落ち込む。袖は左袖の|部がわずかに検出された。 柱穴 検出きれなかった。 貯蔵

穴 検出されなかった。 周溝 検出されなかった。 )量物 須恵器の杯、 L師器の襲、鉄t事が出土してい

る ほ的にはきわめて少ない 時代 ド安時代

一ー=d+一

H B 

g 

、 、
~ --

B B 

一
" r)~J .illlm ど'"
E 一一ーー--l

A 51}ft:J6'跡竃
l 町尚色上相川軽石多量。 FAプロ yク 小}少出城 lプロノク川、}少景。カクラ/

2 時制色上使士プロ yク 小)少量

3 時尚色1 後上位'f，世。

第23図 A-5号住居跡
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第24図 A-5号住居跡出土遺物

A-5号住居跡出土遺物観察表

遺物 値 聞 /ti U>e rrt 
法量("，) i舵1.色凋 3焼成 成 整形措法 的特酷 備 J匂~.

1貯耳 器 f章 ，t!i1X，足
現，!!.器 掩 1 I I (14. H) l嗣砂1.)を微il:: 明材!火 uクu秒昨 阿部[o[紅花、切 りf主舛で謝幣
旬、 112 rlf:. ( 6. ~ ) ， JHf 

，~ 1.0 

2 t師器 4ト9cm [1 17.21 I小聞を機;止 2 ，こぶい出 [rN<~愉侮で UH昂外出に指凶i
聾 111<描磁 民 3 [llf fil 

品、

3 il; i'事 + 5田
民，:.14. 7cm 柑 1:!.Ocm 高さ;，..lcm ，[0: i.i Ifi:i J.! 

一ー=ョム+ー
h 日

、
A
 uM 
垂lh 
吋

I

J

 

一一J ノー

" 仁も三 円1¥1111¥ 111 

一 。ー
A 6サ住レJ跡

F入プロノク 小"少組、('1'1 少封。焼 1ブロ yク l小間:ι
F . ..，プロ yク小}少!ii.pj. 少量焼 170Jク小含むカオノ 1[1 Jク少t.t
FAプロ yク 小1;';;む.(4¥ ~~も。ローム刊少以
U-.l、位吉仁 U ムプt1)ク(小 R俊民 カF ドJ ノt1Jク少iiL

F A f，~古 t

ド八'"古t
FAR:~ι 

ドAf:'微情

第25図 A-6号住居跡
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A-6号住居跡

位置 第l次凋1i区の西側、 F6、G6グリ yドに位置する。 形状 北側の大半を12号11:1，';に切られ不明。

規模 w:凶辿(北西 I*i点)3.30m、南北jil(南西 北京)不明。墜 r':~29cm o 主軸方位 N~ 1 370 ~ 

E 。 床面 ローム層で構築している。大半を12号伎に切られるが、調査し得た住居南側では、床面 tで礁

が検出された 竃 東壁にぷ位されている 袖部から構築材の傑が検出された。焼上などは見られなかっ

た。 柱穴 検出きれなかった。 貯蔵穴検出されなかった。 周溝 倹出されなかった。 漬物 須

!l~ (，~の杯椀 ふl釜、土師昔話の愛が出土している。覆上中からの出土も多かった 時代 平安時代

¥ユJ 更ヨ~

ミ豆妻F

、l〆
第26図 A-6号住居跡出土遺物

A-6号住居跡出土i量物観察表

直拘 極 踊 ti¥ t.f!I:1W 
t土Ii¥.cm 1鮎1 z色J同 ミ焼成 成 整 ffiU 誌の特融 備 宅

晶号 器
f‘ 同111"児

5良型器 置 口 12.9 l砂粒 '1'色iJ.物粒を微量 ロク U瞥形、底部恒1".糸切り [ 1ft 部欠陥

坪 {まIt九車 庇 5， i み灰白 3良H

r¥'Ij 3.8 

2 m ，'!!. :; 直 11 13.0 1砂粒を合む :2 DiT I1灰 ロクロ控匹、底部[吋犠r.赤 ~Jry I 昨季節欠lit
lj、 はほ完E 底 6. .[ 3良色f

高 1.6 

調車?，& 覆上 fJ 13.0 1砂粒 .'IA色鉱物肢を微量 ロク U1;!昨底部l吋転先切り

勾、 1/5 主E 5.8 2、没前 3且1I

向 3.1 

22 



遺物 植 顕 /!'，士位置
法号(cm) 池上 2ノ色調宣雄成 成 整形技法的特慣 協 ポJ 

番号 器 後 残存状柑

4 羽車器 +3cm rI (JS.2) JJ細砂祉を古む を褐版 ロクロ霊ffi.斑部回転糸切り挫高台貼付 休部外面に型書

腕 1/2 庇(8.21 3且n
高 <1. 5 

5 ~(i .iM.器 種 t I1 14.2 、J)砂粒 出色証物粒を古む ロクロ整形後鍔 把手貼H 腕部箆削句

羽量 口、胴部 底 ②負拒 ③普通

1/3 β1 

6 土師器 領上 U 20.2 心細砂粒を吉む 2: tO: (J) 口括部機梅で 胴部外出毘削り内耐毘慌で

賞 n-胴上 底 良金千

m53/5 背附E

7 上師器 横上 I1 (j)細粒を古む ②にぷし泊持 外面毘削り、内面持で

壷 庇部 成(3.6) 控 に3且肝

高

♂~ヨん斗J

4r / レV
 
A
 

∞| 

1 

民| 民|

¥ ミ

つヌて て =-

υ J. :l3三引!11m ヱm
ι一一一一一一ー一一一一一十一 一一一ー-l

A 7サ佳居跡

! 時褐色 r_ F A粒少量。ローム粒少量。ロームプロ yク(小)世量。
2 時制色上 FA粒古む。 FAプロ γク(小)古む。ローム粒少量。

3. 8ii'栴色1'. F A 粒微量。ローム fiÎ: f~i。

4 時総色士 ローム粒't世。ロームブロノク(111)椴量。

第27図 A-7号住居跡
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A-7号住居跡

位置 第 l次調査区の西側、 D6 . 7、E6・7グリッ ドに位置する。 形状 Iti ~ヒえÎ1i'1)をl毛辺とする長方

形。 規模 長辺4.50m、短辺3.12m。壁応12cm。 主軸方位 Nー104
0

ー E 床面 H庁絹色士婚で構

築 、ド封lであるが、残存状態は恵かった。 竃 n周食では検出されていないが、試』回トレ/チに切られた東

壁の北寄りに設置されていたと推定される。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 検出されなかった。

周溝 検出されなかった。 遺物 きわめて少なく、土師器片、須恵器片が若rw上した位J主である。 時
代 平安時代。

、、そコιト

D 

宅三
"寸¥:.!，4削 m 2m 

一一
A 8 1;'H:lA跡

1. aif掛色i 有I川恒イ1主体「
2. B汗褐色1: FA位吉む FAプ口!ク l小少蹴

H '，;. f心
";u，，D 

一~~~，

3. M同色士 FA粒多量 FAプロ yク (//、， fgむ Fλブロノク {111 少量、 (kl少量。口一ムプu，ク
l小少量里色上ブロ γク川、l慣らしカー 1.;..ブu'~ク徴 :.t

1 時制色1. F AI'I:開量

5 附悩色 i ロ ム約吉む ロ ムプυノク(小)少jiL (小)少鼠

6 師向色t 5榊よ門 司!昧強い

第28図 A-8号住居跡 1

24 

1 

" 

¥ 



L ι D 
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一τ誌←J 一¥ノ

L 

" :l:l:!. :，(11)"， 三'"

A 8 )j'作肘跡竃

1. 荷崩色上 FAtU量 FAプロ yク {小)多量 処 iプU /ク (小)多.iii.，カーィ、ンプロゾク少量。

2 時制色 L 畦上位多量。焼上プロ yク (小)多量
3. Sif悩色 i 焼1位古UoJ火を多く古む。

1. Off総色 t FA位多量ιFAプロ yク 小)多量，カ オ〆プU ノク微量。

第29図 A-8号住居跡<b
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第30図 A-8号住居跡出土遺物

A-8号住居跡

¥) 

-.J一

E 

月ιm

:!11'II 

t 

位置 第 i次J却資l豆の南西端、 C7 . 8 . 9、07. 8・9グリ γ ドに位置する。 形状 ややrl.j北}j山Iに

長い長方形。4-8号土坑に切られる。 規模 長辺5.74m、短辺5.45m。壁高18cm。 主軸方位 N -98 

。ー E。 床面 ローム漸移層で構築。干j11.で、 JII;り床が検出されるなど、残存状態は良析であった。 竃

*惜の耐寄りに設置されている。左袖の F部が検出されたが、右袖は構築材と推定される礁のみ倹Hiされ

た。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴検出されなかった。 周;膏北壁、西壁のrtj側から同jJllj附及び

片J点隅において験出された。深さは4-13cmである。 遺物 土師器の斐、鉄製品が出土している。量的に

やや少なく、ほとんどが破片であった。 時代 半安時代。

A-8号住居跡出土遺物観察表

直拘
f‘ 制 出土佐酎 法量(四} I Mi L :2色調 3現成 成 埜恥技法の特置 幅 Jf 

帯~;. 時 憧 ，~ι j)，，~ 

i師器 種上 [J (22.2) 1掴砂仕を青む 2JA出 rIH部繍停で、胸部外商毘削り 内面構で

~ 口、胴上 底 3良好

部114 高
2 拡製品 檀上

長さ (8.9)"" 幅1.5cm [JiさO.2cm ilc ;';'9. 9 g )J (かう

25 



ι 

1) 

A-9号住居跡

位置 第 1;k調査l互の西端、 C6 . 7グリ y ドに位置する 形状 南北)j向を長辺とする長万形北京偶

は、試射トレ ンチに切られるが、 やや張り出 していたと推定される。 規模 長辺5.12m、短辺3.13m 墜

高羽田 主軸方位 N-10S' -E 床面 白ーム漸移層で構築。干jflで貼 り床が検出されるなど、残

存状況は比較的良射であった 竃 点壁やや南寄りに設置されている。 構築材の傑が検出されており、燃

焼部の側壁に栂えられていた とlfl:iEされる。袖は、左側lがわずかに検出されたのみである。 柱穴 検出さ

100 

し

1零ミきー

IJ 

¥ムr.JV.--

A 9IJ-iH';'跡竃

/ 

/ 

3ヤ
〆ιν 

ム戦、

、

ミミ

1 時刻色 FAf.'r合も ドAプ"ノク 1小含ι
カ ポンプロ yク間出

2.時制色 L I、世古じ FAプ11 Iクイ、 古む、

カ}ホノプロ yク多目1

3. ao出色 1 VAプロノク小少は地1プロ yク
(小)少泣ι カーオノプυJ ク~ 抗

4 崎純j色 FAプU ノク {小)微司、 UI')微141r

焼!プロ ノク 」、)j:.:氏

5. UJ>>J色 1. j従l粒闘世

6. II~ 尚色1. FAプロノク{小少:，t 妓1:/'rJjク

小 $量 カ オイノプU ノク !I'祉

7 赤色 i 妓t:.

. 。

t 

.(] . 

~ 

、
戸 F

1 

二三T

:"¥:.'，:11川円、 :.' '11 
t 

A 91)-U:I，.;跡

l 時制色 i ド.>¥t~~む F..¥ゾ口 Mク l小 ffも・ カー fンプ

口 1 ク間五1

2 町制色 i ドAf~~;守ι ド.\ '1口)7 I小古むカー.1、J プ

口 J7少量1ζ

3. a品同色 i FA粒$:". F A 'fuノク{小1-tt-~i ， '11)書世

(大ト僚I社 口一ムブU'Jク l小1徹 't{，悦 1ソ口

ノク(小);?む。カー i、〆プロノク少M

l 崎怯j色 L FA世少日。FA fuノク 小)少:，;' rJームP:，守
むロムブU ノク{人 微量(

5 附尚也1. FA粒少 :ji; ド¥.111 ク 小少;，:.~ uーム和平

や多 ロムノυノク()，少叩

6. IYj尚色上ロム粒16M

i. !I'出色ト FA粒少量 VAノロ yク "1、l 少量

第31図 A-9号住居跡
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れなかった 貯蔵穴 検出されなかった。 周溝 検出されなかった 遺物 須恵綜の体城、土的誌

の費、鉄製嫌が出上Lている。特に竃周辺でのlH上が多かった 時代 子安時代

で;5 0 I 

¥ // 

ィy

~(\， m 

1 

第32図 A-9号住居跡出土遺物
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A-9号住居跡出土遺物観察表

遺物 係 罰 出土佐1ft
法最(cm) l船土 2色調 3焼成 成 整形技法の特臣賞 備 1号

4存主; 時 彼 残存状況

I 須恵出 覆 i U 1砂村 先l色鉱物粒を古も ロク口整形 休部外函に担杏

If 破片 低 2，fy(向 3良肝

高

2 ~.A !!l器 一t1 cm [1 11】.1 l砂粒小礁を古む 2，1:!i. ロクロ牲五、底部向転Jf切りf友商υ貼H 高台欠lCl

椀 4/5 ι〈 1I '3'普通

高

3 I師 器 + 2 cm U 19.6 i細砂" 砂粒を古む 2 口柑部被慢で、胸部外1m箆削り、内面4慢で

型 4/5 低(3.6) 樫月;良好

高 26.4

4 f師器 +7crr 口 20.2 1 細砂 t:~ 砂nを吉む 2 口結晶検停で 胴部外l酎箆削り、内面停で 口柑部外情Iに指頭
lI! 3/4 成(3.2) 由 j)"W 痕

高 27.6

5 J 師 2:1 竃 円 20.2 1制砂柑を合む E喧 3 日時ffil検慢で、胴部外商毘削り、 F"JUII撫で

減~‘ L1、胴下 成 良好

出52/3 高

6 土師器 +5cm ( 1 l細砂粒を合む 2惜 3 外圃箆向IJ旬、内面毘慢で

費 底部2/3 成 1. ! 良好

高

7 鉄製品 +Icm 
民さ(l:l. 6) cm 幅3.'lcm I!IさO.2m 重量56.0g 

鎌

A-lO号住居跡

位置 第l次調査区の北西端、 B1 . 5、C4 . 5グリッドに位置する。 形状 やや東西方向に長い長

方形。南挫の 部を 9号仁坑に切られる。 規模 長辺4.74m、短辺4.45m。壁高53cffio 主軸方位 N← 

930 - E 。 床面 ローム漸移肘で構築。粘土ブロックを含む暗褐色土で床が鮎ちれていた。予坦だが、堅

綴な面が検出されたのは中央部のみであった。 竃 東壁のI十l寄りに設置されている。両袖と構築材が若下

検出されている。燃焼部と煙道部は段により分かれている なお、堀りかた調査で、廃棄された竃が北側に

おいて検出された。廃棄された竃の部分で検出された傑は、移設した際に墜を補強するために稲まれたと推

定される。 柱穴 掘りかた調査で主柱穴 44が検出された。規模は p，が筏40x 30m、深さ25cm、p，が筏

26 X 24cm、深さ26cm、p，が径27x 26cm、深さ20cm、p，が30x 25m、深さ 14cmである。 貯蔵穴検出され

なかった。 周溝検出されなかった。 遺物遺物母はきわめて多く、土師器の杯費、須忠器の坪椀

夜育、石製紡錘車、鉄釘がte上している。 時代奈良時代。

A -11号住居跡

位置 第 I次調査区の南側、 J9 . 10、K9 . 10グリァドに位置する。 形状 南側を後世の撹乱により破

壊されており不明。 北壁の中央部は 6~滑に切られる 。 規模 南北辺不明、東西辺4.52m。壁高25cm。

主軸方位 N-830 - E 。 床面 蝶層で惰築。残存状態は撃かった。 竃 束壁に設罰されている。両袖

とも検出されたが残存状態は悪かった。前面に焼上の分布が見られた。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵

穴検出されなかった。 周溝検出されなかった。 遺物 土姉 ~iiの小型斐が出土している。号的にはや

や少ない。 時代平安時代。
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A JOり11'.''';跡
1. Bi1尚也 L FA粒'f，量。FAプ口ノク (小)少量。焼 iプU '1ク (小1 I世 ~t( カ ドンプロノク微量。

2 附制色 1: F八位多量。FAプロノク (小)古も、 (rll)少祉悦 lフU Iク ヤ1，1微能 力 ボノフロック少iil，

3 附制色1: F AI'I 多量。FAプロ yク {小)古む UII) ~陥L (kl :~も。焼 1 ブロノク(小)少量。カ-;f;:-プU "1ク多ii1:

4.庁側色上 FAlH:量。FAプロゾク(小)合む、 (111)多量 (AI微ilt。悼上プロノク(小)少量。カーオノプロノクfrむ(
5. a，f制色 l' F;¥プロ yク 1'1、)少 '':0カ ボノプ口 yク少量c
6. HJ1掴色1: F AI<古む。FAプロ yク (小)少眠 中)古む ( A. i:i ~i:c焼 i プロ J ク(小)少量。カーか〆ブロノク古も I

7 晴樹色 1: F A粒多量。FAブロック '111多量 カーポノプUJク少，"

8 時制色1: F AI<少置 FAプロ γ ク f中l 少量

9. Bt;悩色上 。1¥柑色上fロック多量。枯上ブロノク 'f，祉会史 L"TU Iク{小 少量 カーポンプロ， 7少量ョ

A lO¥;-{主川跡直

1. 'd尚色l. FAII多量， F Aプロック 小j多革、 中古紙、 人 1 少 ~t

2. Oil同色 1. Fi¥l1古む FAプロ ク vトh古む妓IプU ;1ク小少詮カ一本〆プロ yク少量

3 附同色 i 妓 iアυノク庄び帖上プロノクとの世I カ ホノプUγ ク古む
'1. Ði~ 制色 L FA壮古む FAプロ yク{小古む焼 jプU-/ク(小古L カ ドンプロノク吉むF

5 時制色 l 帖IブU "1ク少量 カーボノプロノク少."

6 焼1

7. lid 

第33図 Aー 10号住居跡1
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第34図 A-lQ号住居跡②

¥」コメ ミヨJ2 \;--~ 

戸空号三ヨ

之口I('m

第35図 A-lQ号住居跡出土遺物①
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第36図 A-l0号住居跡出土遺物②

2rlcm 

A-l0号住居跡出土遺物観察表

遺拘 備 顕 出上位刊を
法量(cm) r!ti!: ''2:色調 3焼成 成 l'昨技法の特徴 備 弔

帯号 器 桟 時ir'状況

i師器 11上 Ll 14.2 l 砂t1を古む ，. 2恒 3や U柑部倣停で、 i本部外函持でl何Uli憤慢で、

杯 3/4 ほ 8.2 や似;質 瓜部外幽毘削り内面惨で

街 4.8 

2 m !l!.器 掩 i II (1ι01 t細砂仕を微量 c，恒 3 ロクロ整形、岐部切り厳し後慌でJ司監

勾: 215 /tl: (11. 4) 良H

r~ 3.0 

i ;n .iy.器 Icm 円(13.61 (む砂目 白色鉱物位を合む ロクロ整形、底部凶転毘切り f車問迫凶転箆

旬、 2/3 /JX ( 7.0) 2:1:Ji. 良好 開1)句

高 3. I 

4 羽車器 竃 口 US.4) l砂位を償量 I:Ji反 ，3 n. ロクロ整匹、腹部白紙糸切りf主刈台貼付
地 1/2 庇 17.81 H 

高 6.2 

5 '11忠器 哩4 摘 5.3 1細砂粒を徹量 ~2. ， h反 3 ロクロ.!Hii去、摘み貼付

蓋 14 11 115.61 良川

高 3.5 

6 m !~. 器 理t II 1 6.01 I細砂粒をf載量 2 灰 I~ ロクロ整形 Il帥舗に l条町凹

'~~ 1/3 成(12.21 3 JHf 線が巡る

高

4 i師器 積 i II 125.21 '1砂校 白色鉱物祉会合む U持部繍慢で、刷節外邸毘削り.内面惨で

聾 口雄部1/ 成 2町 3脅迫

4 高

8 {;拠品 理i
冊 、2.4)cm r併さ 1.5団長量23.7g 

制雄事 1!2 

9 故処品 + llcm 
民さ 110.51凹幅J.5c羽厚さO.7叩 <i世20.7g 

釘
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A-ll号住民跡

i 陪褐色上 粕川従イ:を多く古む。カ クラ/。

2 晴俗色 t. F A粒古む。 FAプロノク (小)合む。カー!、〆プロノク少量。

3 暗褐色L FA粒多量。 FAプロック(中)多量。ローム位少量。カーポノブロノク少ilt。

第37図 A-ll号住居跡

第38図 Aー"号住居跡出土遺物

A-ll号住居跡出土遺物観察表

g 

i胎上 2色調 (3焼成 成 整形技法の特融

「ミコ斗ー

入賞/2

ヘ

司京〉

U指号

II細砂粒合む 臼色~物粒 111柑部検慢で、胴却外面毘削り 、 内訓練で

を微量 2明亦尚 3良H
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A-12号住肘尉あ

1. Bîf~目色土 FA粒含む。 FAプロ yク (小)含む。 F八プロソク (1/1)含む。ローム粒少量。

2 時間色上 FA粒多量。 FAプロソク (小)含む、 (中)古む (大)少量。焼土プロ γク(小)少量。カ ポノプロック古む。

3 崎純色上 FA粒含む。 FAプロ γク (小)少量、(ql)少量。ロ ム粒古む。ロ ムプロソク {中)少量。焼1プロ yク(小)

少量。カ ボノプロソク"む。

FA位含む。 FAプロ yク(小)少量 (中)少量。

FA粒古む。FAプロソク (小)少量、 (中)少量。燐 iブロック (小)古も。カーポンプロ γク少量。

FAプロノク(小)微量。燐tプロノク (小)少量。カーボノプロメク少量古む。粘土プロ yク少量。

FA粒少 ;itoF Aブロック (小)少量。ロ ム村吉む。ロ ムプロ yク (小){!む。

FA粒少品。 FAプロ γク (小)少量。娩上プロック (小)少 量。カ ポンプロノク微量。

焼士プロ Jク(小)古む。カ ポノプロ yク古む。粘土ブロソク微号。

地上ブロックとの世上。

焼i粒多量。焼上ブロック(小)多量。ロ ムプロ yク (1/1)含む。カ イ/プロノク古む。

ローム粒合む。焼上プロ yク (小)噛量。

ロム粒多iJ::。

5 

2 m 

t 

五十乙 51~)m 

t 

4. .IH尚色士

5 暗褐色上

6 暗褐色士

7 暗陪色上

8. ，省褐色士

9 時制色t

10 時尚色上

11 明褐色 i

12 暗褐色上

13 明臨色I

33 
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A-12号住居跡

位置 第 I次調査区の西側、 F5 . 6、G5.6グリァドに位向する。 形状 Ii，JJ形。 規模 長辺(東
西)3.83m、短辺(南北)3.83mo壁高35cm。 主軸方位 N-96

0 
-E 床面 ローム層で構築。残存状

態は巾央部のみ良好であった。 竃 東噌rl'5たに設置されている。右袖部からは構築材の礁が検出された。

柱穴 住居中央付近で 3基のピァトが検出されたが、主柱穴とは考え難い。規伎は p，が径75X54cm、深

さ35cm、p，が径56X47cm、深さ 15師、 p，が径60X45cm、深さ13cmである。 貯蔵穴 南東附で検出された。

規般は径112X 86cm、深さ25cmである。 周溝 Iti商偶で検出された。採さは 2-5 cmである 遺物 法

的には多くないものの、須忠捺の均一、 均砲、土師桜の5臣、鉄製鎌 鍛が出 lこしている。ただし、屯複する 6号

住の遺物が浪人している可能性もある。 時代 、|ι玄i時代。

ミ~

ζ二二ニゴ

A-12号住居跡出土遺物観察表

遺物 4殖 踊 出士位置
出品;(cmJ

晶"i 時 !f 時ifj!"兄
l 調車器 + 5cm r 1 13.0 
勾二 はLl'n;形 f正 5. '1 

高 3.6 
2 迫害時 60百 I J 12.8 
河: ほ1I正形 Ii.< ( '1. 8) 

向 5.3 

3 明 J!!，器 + 33cm 11 ([3.4 
t苑 2/3 !i( ( 6.0) 

高 I.R 
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第40図 A-12号住居跡出土遺物
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I.，t.'i L '2色調 3妓成 成 撃形技法の特慣 繍 15-

i砂舵組砂位を f守u ロクロ寝耳語、底部副総赤切り IJ村部欠陥

l火白 3且It

I ，(] . ，'.1・色鉱物性会合む ロク 11幣尼底部[0[，"来切り i.部外耐に墨書
'2'二ぷい員権 3良叫 内 (~J.'I，~色処理

斑部品x!U
1白 ・H色証拘粒を合む ロク U骨形f産高t;貼f.I 外部外面に.'l¥書

2i.lt:9't 良肘 内rhi.!.~\色処珂



遺物 岨 剖 lli上位置
法益(cm) 1肝i1 2色調 ゴ焼成 l北 整形技法の料置 備 1J 

書号 器 捕 jW状1兄

4 調，'~器 + 13聞 U l細砂粒を聞置 21A白 ロク 11修眠、底続(QU.i:#'切り挫荷台鮎H

抽 2/3 庇 7.6 3良H
高

5 上師時 6叩 口 (17.8) 1細砂位をf守む 2にみい 仁1!<部機慢で、胴部車削り
聾 [1柑部破 阪 尚 〆3jミH

高

6 民製品 7 cm 
圧さ (8.3)叩帽2，4cm 早さO.:3叩屯量23.2g 

鎌

7 鉄製品 + 19叩
長さ(11.6)cm 制 13.21田厚さO.7cm 司Ui20.I g 

鍬

A-13号住居跡

位置 第2次調食lえのi前端、 7I . 7 J -10グリ yドにもL:i在する。 形状 やや[ri北に長い長方形で、ft暗

に比べ南援がやや短い 規模 長辺2.92m、短辺2.68m 日t尚19cm。 主輸方位 N-9IO -w。 床面
'1' J!!な床面が検出されたが、残存状態は忠かった 竃 点壁やや南寄りに設irtされている。袖は検出さ

れず、燃焼部はfU";の壁外に張り出している 柱穴 1 ).!iが検出された いずれも壁際に位置しており、

脱絞は、 p，が筏47X43cm、深さ 16cm、p，が11'32X 28cm、深さ23cm、p，が径40X 39cm、深さ20cm、p，が42

cmX42cm、深さ32cmである。 貯蔵穴検出されなかった Q 周溝 倹出されなかった。 )量物 出」二し

ていない。 時代 不明。

A 日号{子炉;跡

l 時制色上 F A 11合む，
2. .'旦絢色 j'. F Af.i:i'守む。ト Aプロソク

(小) :-~む

3. Bl"t褐色 i

。}
t 

l 、、， ]lM I川
孟孟孟主

:~ JII 
j 

z与f

A 
ド/'/

R ¥¥ r ))1':: 

I~ 

I! 

第41図 Aー 13号住居跡
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A-14号住居跡

南北)j向を長辺とする長)j形。

残存状態は悪〈、中央床面

形状

宵
μ

711.71-38グリ yドに位位するo

N -92" 主軸方位唆 r~:í12cm。

第2次調査区の中央、

長辺3.78m、短辺2.88m

位置

規模

~ 
Il 

一ー=コι←

|ロ

¥l 

、
ミ

八 14 り fll";~

i 町尚色1. FA粒多量 ドAプu)ク

('1、)多量、 ドドl'f量{

焼よブロノク多拡 カ オ'

Mプ口 Jク'f鼠

2. .'.¥，'¥尚色 1: F A粒少hio
3 時尚色1: F八利吉も。 Uームブロノ

ク ~þ )古む

口一ム粒古ι4 ゆl尚色 i

5 暗出色 i

t¥ 14りfllli跡竃
l 晴悩色 L FAプロ ノク[小)白む

(中}含む焼 !プロノク

多量。カーポ〆プU ノク概

皿

FAプロ yク(小)概枇

(中)徴量 大微乱

焼 Iプロソク微;r.，

-

l∞ |ぉ

2. .'l~制色 i

、

¥l 

三三2JJフ= 5 

、

¥l 

、2

r¥ 1.J号fEI6跡貯局長沢

l 時褐色上 F八プu"/ク(小"む、(l!lJ吉む悦 11ロ

ノク少応。カーオンプロノク少量に

FA粒少品。

s:!.!Olltl1 :!1I1 

=二二4
。 1
~ 

時制色上

A-14号住居跡

2 

司
、Uμ

第42図

~-Lノ

:!O，'m 

A-14号住居跡出土遺物第43図
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;}I~ にのみやや堅綾な I町が検出された。 竃 ~I壁の市寄りに設 ill~ されている 。 袖は検出されず、 燃焼 111)は住

居の格外に張り出している。 柱穴 検出きれなかった。 貯蔵穴 南東隅で検出された 規模はiilO4x9

Icm、深さ15cmである。 周溝 検出されなかった。 ，量物 ~S!.'J!.~品の腕、 上師器の小fft!B世が出上している。

量的には少なく、ほとんどが破片であった。 時代 l' 'i(時代。

A-14号住居跡出土遺物観察表

遺拘 団 顕 出上位置
法量(叩1 B胎土 2色調 、3焼成 成 聾昨技 11の特酷 備 与

首号 1; 撞 多量存w兄
~!i .'Y- 2~ + 9 cm 円 1，1. 1 1砂粒を古む、組砂粒を楢 ロクロ!."車、底お凶fi.-k:、切り後高台貼H 高台欠m
地 2/3 [l~ 世 ¥:H火，V，3普通

局

2 上師器 竃 rJ 12.6 1掴砂耽を古む、阻砂fl全 11梓部検慢で.胴部外面毘削り 内面慢で
小引畳 IJ、刷ト 成 微最 2恒 3普過

部 高

A-15号住居跡

位置 第2次凋査灰の，f'央、 71 -36 . 37グリ y ドに1立慨する。 形状 南北}jl白jを長辺と tる民Jj形で束

唱は西援に比べやや短い 規模 長辺3.24m、短辺2.82m 壁rui26叩。 主軸方位 N_990 -E 床

面 ローム漸移層で構築 fAを若干含む.'J.¥尚色土で!年が貼られており 、残存状態は、唾際を除き良好であ

~， ーー=ョム←ー

1'" 1'" 

Il 
[) 

、 、

品 、

でち二二三二=ご一一フr;-

n ]) 

， 

第44図 A-15号住居跡

4信一

A 15\~' 住居跡

l 時制色ヒ FA牝ffむ FAブロノク
ィ、IJ，眠、い1'1多量、
カ 4ノね徹言t

2. '.1.'尚色 t F AI，;，'晶，F Aプロ y ク
小}古色。

3. .1.1.~ 他j色I ドA村俊揖1

<1. '1¥同色!-. F API徴。"。貼1)1，ふ

:¥ 15百住居跡竃
I 附尚色士 F .<¥1，少量。FAブロ yク

川、)ffむ (中)ffむ

焼 iブロ yク(小.I桜田

2 時同色上 F 八l，'r.徹;n。妓1プU γ ク

小?徹長t

3 附制色上 ドAf.'i微設。焼 iブ U'1ク

(小1~~ 

，. .!.色i 焼 i

り l ぶロ jO(l1ll 2 m 

ι一一一一一一 一一一ー←←一一一一一一一-.
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った。 竃 束壁の南東附寄りに設置されている。袖は検出されず、燃焼部は住居の壁外に張り出している。

柱穴 検出されなかった 貯蔵穴南東隅付近で倹i甘された規傑は径96x 62cm、深さ23cmである。

周溝 検出されなかった。 l量物 須恵総のI克が出土している。量的にも少ない。 時代 平安時代。

A-15号住居跡出土遺物観察表

( 2 ) 掘、1ft建物跡

A-1号掘立柱建物跡

第45図 A-15号住居跡出土遺物

1目前 2.色調 3焼成 政 監昨技法的特置

l砂粒剰i制立を苛む 2 Iロクロ判ム底部[，リ刷、切りf師向貼[.1
f火I'l3;J込If

備年

位置 第 l次調査l正の東側、 L5 . 6 、 M4~6 、 N 4 ~ 6 グリァドに位置する 形状 桁行 511.11、梁行

4 Il!Jの建物跡で、京内}j[bJを長辺とする長方形を呈する。Jヒ辺及び再jillに庇が付く 。 規模 *西6.70m、

南北5.52mだが、庇を含めると南北I:Jlii8.28mである柱1111、J.iJiは桁行で1.00、1.62m(庇部1.32~ 1. 66m)、

梁行でJ. 04 ~ J. 74m (庇部1.22 ~ 1. 38m)である 主軸方位 N -102' -E 。 柱穴検出された柱穴

数は25基で、捜上は柏川崎石を l体とする暗渇色仁である 規棋は径16X16cm ~ 50X32cm、深さ 6 、 36cmで

ある。 遺物 p"から土師~.斐の小破片がIlLI している 。

A-2号掘立柱建物跡

位置 第l次調査l孟の北fWJ、K4、L4グ1)'1ドに位置する 形状 桁行21m、梁行 1聞の建物跡で、東

西五向を長illとする長J，形を呈する 規模 点阿4 . 0801 、尚北2.7601 特問寸法は桁行で2.08~2.[2m 、

梁行で2.40 ~ 2.76mである。 主軸方位 N -94' -E 。 柱穴 検出された性穴数は6基で、夜仁は FA

プロ yクを合む暗褐色仁である 脱模は径20x 16cm ~ ，II X 28cm、深さ 22 ~ 47crnである 遺物 出土してい

ない。
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A-3号据立柱建物跡

位置 第I次調査区の中央、 J6 . 7グリヅドに位位する。 形状 桁行2問、梁行2聞の建物跡で、南北

方向を長辺とする長方形を呈する。 規模 東西4.88m、南北2.76m。柱間寸法は桁行で2.20-3.IOm、梁

行で1.52-1. 76mである。 主軸方位 N-6
0 

-E 。 柱穴 試掘トレンチに切られたため、験出された

柱穴数は7基である。規模は径20X16cm-30X24叩、深さ12-24cm、被土はFAプロァクを含む暗褐色土で

ある。 ，量物 出土していない。

一/¥ー

v 

|ハ In 

。1'1

一q，2 ν 

B 。円
|口 l円

臼

一¥J一一

( 3 )講

A一一

ーえ似トレノチ

。p，
一d-l

。1)1

¥ノ

第49図 A-3号掘立柱建物跡

ーノ¥一一
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。6 V 
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¥f  
o 
t 

L 3.12.5(川 m 2m 
i 

溝は15条検出されている。 I-9号までが第 i次調査区で、 10-15号が第2次調査区で検出された。覆土

に粕川軽石を含んでいることから、年代はすべて中世以降と推定される。

このうち、 5・10号r障を除いた溝についてみると、 I. 2 . 6 -14号が南北方向に、 3-5・15号が東西
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方向に向いている。主軸方位に注目してみると、南北 東西ともそれぞれ25' の範囲内に納ま っており、規

則性が灘える。 また、覆土は粕川軽石を主体とし、形状もよく似ている。 このことから、降下した粕川軽石

を埋める目的で掘られた溝ではないかとも考えられる。いずれにしても軽石降下後間もない時期の遺構であ

ろう 。

海の概要については以下の通りである。個々の実測図は掲載しないので、遺構の位置 形状等については

第 3図を参照されたい。

第 1表 A区溝計測表

直情名 位 置
現 慎 (m)

主紬 )jt，ま 備 年
長辺 盟辺 揺さ

1 ~N舞 P 4 2.99 0.66 0.30 N o ・ 唖上は相川経石主体上。

2 {}i揖 N4、03.4 5.10 0.66 0.51 N - 22' E 覆土は相川軽石主体土。

3号j揖 P 5 (2.46) 0.48 。.14 N-IOI' E 覆土は粕川軽石主体土。
4 号;~ P6 0.22) 0.48 0.13 N -108" E 覆土1:粕川軽石主体土。

5号揖 J 8. K 8 (3.16) 0.59 0.13 N-98' -E 覆土は柏111睦百を含む時縄色土。現代

6 号;~ J 8 . 9 (5.03) 0.84 0.20 N - 10'一E 覆土は粕川軽石主体土.
7 -lo}i. H5-7 10.00 0.93 0.32 N - 9' E 覆土1:粕川経石主体土.

8 -loJ'-i. G8.9 6. 70 0.81 0.14 N - 18' E 覆土は粕川軽石主体土。

9号海 04-6、E4 (11.50) 1.18 0.20 N ~ 14
0 

E 覆土は粕川健石主体上。

10号講 7 1 -40・41 4.38 0.64 0.17 N- 10
0 

-E 覆土は粕川畦石を含む暗同色土。

lP}溝 7 K -38 6.36 0.63 0.36 N 6' E 壇上は粕川畦百主体土。

12-10;.曙 7G-35.36 11.30 1. 03 0.26 N - 13' -E 覆土は粕川畦石主体上。

13 号;~ 7 1 -36.37 5.50 1. 12 0.51 N 15' E 覆土は粕川軽石主体上。

14 号 I~ 71-35.36 7.33 0.88 0.36 N- 1. -E 理上は粕川軽百主体上。

15号;~ 7 F -35 1. 34 0.30 0.18 N 8" E 覆上は粕川軽石主体上。

( 4 ) 上坑

土坑は10基検出されている。 l一、 9号が第 1.次調査区で、 10号が第 2次調査区で検出された。覆土の状態

から年代を推定すると、 3 ・9号が占rn時代から平安時代、 1. 2・10号が中世、 4- 8号が現代である。
土坑の概要については以下の通りである。土坑についても実測図は掲載しないので、遺構の位置 形状等

については第3図を参照されたい。

第 2表 A区土坑計測表

遺構名 位 間 形状
脱 復(叩)

備 'l̂ 
長辿 短 i且 }幸き

1 .~}土坑 06 民万形 132 83 19 檀上"粕川軽石主体上。

2号士坑 06.7 正方形 72 60 16 11上1:柏川軽石主体上。

3号上坑 Q6 イミ整形 153 76 8 理上IJF Aプロァク吉む暗褐色上。
4号上坑 08 不整車 133 108 16 壇上は粕川軽6を古む暗褐色土。現代

5号t坑 07 楕円形 88 67 12 理tは粕川軽石を吉む暗尚色上。現代

6-l}上坑 C 7‘ 07 楠 I~lfi (81) 71 26 慣上U柏!日経百を古む暗尚色j:..現代

7号上坑 09 長万昨 71 33 置上u柏川軽石を古む暗同色上。現ft
8母上坑 09 民方形 54 32 19 置土は粕川軽石を古む暗褐色上。現代

9号t坑 C 5 摘円形 104 56 59 檀I:IHAブロ ックを含む暗闘也土。
10号土坑 7 G -40 機円E 142 118 45 壇上は粕川Uli主体上。
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第2節 上原遺跡B区

( 1 )溝

構は4条検出されている。A区で検出された溝と同線、覆土はいずれも粕川軽石を主体としており 、年代

は中世と推定される O

講の槻要については以下の通りである。遺構の位置 形状等については、第4図を参照されたい。

第3表 日区溝計測表

遺構名 位 置
毘 槙 1m)

主軸!i位 備 考
長辺 題辺 深さ

l号i茸 3A21'22ほヵ、 6.64 0.90 0.26 N- 8" -E 覆土は粕川軽石主体土。

2号溝 2W21.22 14.29) O. 78 0.32 N- 8" -E 覆土は粕川軽石主体t。

3号溝 2W19.20 13.48) 0.84 0.26 N - 26" -E 覆土は粕川軽石主体土。

4 号i~ 2V18 ~20ほ治、 17.54) 0.88 0.19 N-24
0 

-E 理土It粕川軽石主体土。

( 2 ) 土坑

土坑は l碁検出されている。覆土には粕川軽石が含まれており、年代は中i止と推定される。

土坑の概要については以下の通りである。講と同様、実測図は掲載しないので、第4区lを参照されたい。

第4表 日区土坑計測表

位置 繍 J雪

2 Y21 積土は粕川軽石主体土。

第 3節上原遺跡D区

( 1 ) 竪穴式住居跡

D-l号住居跡

位置 D-l区の中央、 12A-19.20、123-19.20グリッドに位置する。 形状 やや南北方向に長い長

方形。墜は表土除去の際に失われた。 規模 長辺3.56m、短辺3.09m。 主軸方位 N-91
0 

-E 。 床

面 FA層の上層(暗褐色土)で構築。残存状態は、東側で比較的良好であった。 電 東壁の南寄りに設

置されている。壁と同様にほとんどが表土除去の際に失われ、構築材と推定される礁のみ残存していた。

柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 検出されなかった。 周溝 検出されなかった。 遺物 量的には少

ないが、須恵器の杯、石製紡錘車、鉄釘が出土している。 時代 平安時代。
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第50図 0-]号住居跡

-~ 
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2 

。 1 : 2 5('澗

ι:仁三 4 20<叩

第5]図 0-]号住居跡出土遺物

、

I
V
 0-]号住居跡出土遺物観察表

遺骨 傾 矧 討¥U犬誇E
法量(団] ωB白よ @色調 Q球完成 成 霊形技法の符世 備 年

番号 1. 被 残f手紙担
1 須 .i~ 器 慣土 口 1白色t!物肢を古む 3ノJ;i ロクロ監形、底錆回転糸切り
主(- 底部1/2 底 (5.4) o良軒

高

2 石製品 +2叩
世4.6cm 高き1.4四重量67.1g

紡蝿'It

3 世製品 4田
長さ (4.4)cm 幅0.6岨厚さ0.4師電量6.<1 g 

釘

0-2号住居跡

位置 D-1区の南側、 12A.128-20グリァドに位置する。 形状 東西JJ向を長辺とする長方形で、南

東隅がやや張り出す。 規機 長辺3.74m、短辺3.07m。獲高36cm。 主軸方位 N-91。ーE。 床面
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黒色土層で構築。FAプロックを含む晴樹色土で床を貼っている。残存状態は良好であった。 竃 点控の

やや北寄りに設泣きれている。袖は右袖のみ検出され、左袖剖l及び燃焼部奥援部で構築材と推定される礁が

検出された。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 倹出きれなかった。 周溝 検出きれなかった。 遺

物 須恵器の町、、土師器の妻、砥石が出上している。量的にはやや少ない。 時代 平安時代。

|∞ 1'" 

てA，、¥¥1/ 

.・ l

ミ

出1..トレンチ

、 よ

|お |ロ

A 

ノ/J

//  
/ 

D-2号lt凶跡
i 暗褐色土 FA位搬量。FAプロァク 1'1、)少量。カーポンプロック慣量。
2 晴樹色土 FAプロノク (中)少量。カーポンプロ yク世量。
3 暗縄色上 FA世少量。FAプロソク (中)微量
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第54匡I0-2号住居跡出土遺物②

0-2号住居跡出土遺物観察表

遺物 種 闇 出土状況
出量(叩) ①胎上②色調 ③俊成 成 整形技法の特置

番号 il 岨 時存状況

須恵器 -13田 口 12.4 ①阻砂桂小e壊を含む ① ロクロ聾形.底部回転堕切り
勾 3/4 底 7.0 医 ③良師

高 3.5 

2 上師器 理土 円(18.8)Q:掴砂粒を吉む ②世 ③ 口柑醐倹憶で、胴部外面毘削り、内姻慢で

葺 口、胴上 底 良肝

田1/2 高

3 上師器 理士 口 18.6 ①細砂粒を古む ~明赤鰯 口惜飾債権で、胴部外面堕削り、内面構で

畳 口、胴上 庇 色 ③良好

師2/3 高

4 石製品 掘り方
民さ (8.2)団幅4.5園高さ4.4田重量190.

紙百

0-3号住居跡

備 "i 妥

位置 D-j区の南端付近、 12A-22グリッドに位置する。 形状 北壁が l号溝に切られ、西側が調査区

外であるため不明。 規模 長辺不明、短辺不明。壁高羽田。 主輸方位 N -93
0

一E。 床面 黒褐色

土層で構築。残存状態は比較的良好で、全体的に焼土、炭化物が見られた。 竃 東墜に設置されている。

袖は検出されず、燃焼部奥壁は緩やかに傾斜している。 柱穴 検出きれなかった。 貯蔵穴 検出きれな

かった。 周溝 検出されなかった。 遺物 須恵器の珂:腕、土師器の斐が出土している。量的にはやや

少ない。 時代 平安時代。
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l 昨悩色 L F A!，多民c娩仁粒古む
2 附尚色 1. F AtH，量。 FAプロ yク (ql)少量

3 附尚色 1.. FAプa.Jク(小)多量、(中)多量《俊1プlJ;ク

~~量‘カーホ〆プロノク多量。
<1. 1¥怯j色 L F八プロ yク(中)少量。カ オ〆プロァク徴吐。
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第56図 0-3号住居跡出土遺物

0-3号住居跡出土遺物観察表

遺物 同 組 出上状証
i-};量{口，¥ LJ古上 2色凋 3後hi<. 成 t" W; j主法的特酷 備 y; 

帯百 2~ 傾 時{ilk ，~

術 .'f2~ +3回 r 1 12‘l i粗砂粒 白色l1!.物粒古む ロク IJ ~匹、版部回転糸切り

判 4/5 底 6.' 2淡恒 3伴i且

高 3.6 

2 1ft .'J!器 理1 rJ I.U色証物位を微眠 (2 '帥 ロク U整形、 lif:.部回転箆切り

刈、 底部 底(1.4) j火 3且<J

高

47 



置物 備 1f1 lJl上状況
法世間l l.fri L 色訓 1妓1長 成 整形技法的特 III 備 号

酔庁 2: 1長 昭子子状記
3 劣(，'~器 :i 0叩 [， Il.l 1椅l砂純 白色鉱物刊を多 ロクロ整形隈部刷転糸切り後高台I¥¥H
2宛 1/5 !氏 6. h 量 2附!火 .1JHf 

高 5.0 

4 !師?~ + 2cn: 口 (220) "砂tl. ~.I.\色鉱物ねを青む 11持部検梅で、胸部外幽毘削句、内IIlI~包で

畳 11持部舷 底 (2拒 :11守辿

片 高

0-4号住居跡

位置 0-1区の南側、12A-20.21、128-20.21グリッドに位置する 形状 京何万向をH:辺とする

長Jj形北壁の大半を 2号liに切られる 規模 長辺4.83m、短辺3.89m 暁I苅35cm 主軸方位 N-

97・-E 床面 平均な床面が検出されたが、残作状態は中央部のみ良好であった 竃 *墜中央に設

位されている検出状況からほ1;1'[，')じ筒所での造り伴えが行われたと考えられる新WI関係は北側が新しい

柱穴 検出されなかった 貯蔵穴 検出されなかった 間溝検出 されなかった 遺物須恵 ~ifの

体。設が出土している。最的にはやや多い 時代 ド安時代

~ョム+戸
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第57図 0-4号住居跡
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第58図 0-4号住居跡出土遺物

0-4号住居跡出土遺物観察表

遺物 崎 間 11¥1状況
法量I.cm 1肱土 2色訓 3悦111< 成 整形技法町特間 描 ~ 吃

時り ~; !<Ii 銭有v-据
答l!!I :; +10冊 日 12.8 1鐙砂約 ，1蝶を多量 2 Uクロ字形、底部rri]転先切り 11柑部部欠111
旬、 はほ主任 底 7.2 1:1<. l! 3且，(-

高 4 _ 1 

2 ~11 止T 器 + 8c澗 U 13唱。 l小隊 白色鉱物粒を多;.1 Uクロ整形、底部凶転糸切り IIlt部指欠m
iィ: はほ五形 ほ 6_ 1 、2灰向 、3JHf

高 3_6 

m忠由 +4"， J椀 4.7 I)lJ、擦を微量 (2以1'! 3 ロクロ世形後摘み貼付、天井部外面同転毘
lr. Fじ形 口 18.4 良4( 同IJI)

街 4 _ 5 

0-5号住居跡

位置 D -21/の中央、 llP-2S-29グリッドに位{置する。 形状 北側の大半を 6号{主に切られ、西側が

凋1ft><外であるため不明。 規模 長辺不明、短辺不明。 ~，\T， 8 cm。 主軸方位東西轄でN-850 -E。

床面 !旦褐色上肘で構築o s占り床を持ち、残存状態は良好であった。 竃 検出されなかった。6号住居

跡を構築す る際に破域されたと推定される。 柱穴 抜出されなかった。 貯蔵穴 検出きれなかった

周溝 検出きれなかった。 遺物 土師持の杯費がIH上している。量的には少ない 時代 手安時代

『ミ司ι+ー

1 ¥; t JiL 

h ¥;-fi 

" t :J丘、ilk)m

第59図 0-5号住居跡
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第60図 D-5号住居跡出土i量物

D-5号住居跡出土遺物観察表

遺物 値 lIi 出土状況
法量1"，1 IJ監t 色謝 3後I/i. 成 藍~; I主日の軒置 制陣 年

骨" 器 fl 妓If状況

i師器 + 3 cm 日 113.01 1，'，1，¥色鉱物粒を多量 三間 11崎臨検慢で休部外面ll'ii削り 内面憎ご
tイ 1/5 底 3 tl通

高

2 I師時 掘りん r J 113.01 l砂祉を古む 2恒 (.111 J J持部被仰で、{ふ 成部外的iI室内IJlJ 内桶l
刈、 1/4 成 1~.11 必 仰で

向

3 t師器 "'0団 口 20.2 ].，11.¥色甑拘位 白色鉱物作 111<部備律で、制昂外血児削り
畳 円柑諸11 底 を古L' 恒 3 tf泊

2 高

、¥;，.'fj
ェ| ぷ々 、 I'γヘ

ヱl

11 

¥1 ¥~ノ〆 11 や

¥¥ 11 

日 11 

も 11 

. . . 

Flit 
:i ¥;-!i 

.・l

、
: 

ミ 11 O -・ 1_ 

'"1 

~!，_I -'l川町

ニ ζ孟孟ニ

第611l1l D-6号住居跡
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D-6号住居跡

凶側が調査医外である形状D -2 r，，:の中央、 IIP-28'29、IIQ -28， 29グリ ァドに位置する。位置

主軸方位i長辺不明、短辺3.96m。墜高Ilcm規模が、点商)i向を長辺とする長方形と推定される

ロームプロックを含む陪褐色上で床をi拾っておFAプ口 y夕、黒褐色土層で情築。床面
o
 

n
じN -90。

袖は検出されず、燃焼部は日E見. .( ~~~ 11-]央に設置されている竃り、特に'1'央部で~綴な面が検出された

4貴tnされなかっ周溝検出されなかった。貯蔵穴検出されなかった。柱穴外に設けられている。

ill物か時代また破片であったlL 6ljlt~の IH Lは少なく、

5号伎との重阪から・ド安時代と しておきたい

鉄製刀子が出 上している詑度で、遺物た。

らは'1'11断できないが、

〈ご

D-6号住居跡出土遺物第62図

D-6号住居跡出土漬物観察表

4 繍値I~II 

，r( ~i 1!日記fljさ().2m制¥.3叩長~ 10. 8cm 

¥ 

t
 

l
i
l
i
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i
l
l
i
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-
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ー 戸 dキー
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0-7号住居跡

位置 D-3区の北端、 11H 14、111 13. 11グリァドに位置する。 形状 丙側が，胡1t1-<:外であるため

不191 規模 南北辺3.99m、壁内40cm 主軸方位 N -98
0 

- E 床面 目苦悩色 i二Ii!lで構築残存状

態は怒く、中央部のみ確認できた 竃 点峻のI十j寄りに設置されている。燃焼却lは住肘壁外に張り出す。

袖{Iを含め惜築材の撲が検出された。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 験IHされなかった。 周溝

検出されなかった。 ;量物 きわめて少なく、 l二師綜片 完i!g諒片が51二社1tした品!Iirである。 時代 ィ、

191。
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1 九

へ¥
/"一一ー
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そ~ "、Ili{w) I噌
~ー-=

~ '" 

口 8 ~~住ν;跡竃

1. ，'H柑色 1: F Aプロ yク少量3 燐士プロゾク少量。カーオシプロ yク少量3

2. !.I.¥制色j 健Iプロノク微量。カ ポンプロ〆ク世情。
3. 1¥出色 l 焼 Lプロノク多量。カ ポンプロノク多量。

第64図 D一日号住居跡
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0-8号住居跡

位置 D-3区の北側、 IIHー 14. 15、IIIー14. 15グリァドに位置する。 形状 南北万向を長辺とする

長万形。南壁の一部が9号住と接している。 規模 長辺6.40m、短辺4.98m。壁高23cm。 主軸方位 N 

88
0 

- E 。 床面 |晴樹色土層で構築。残存状態は良好で、全体的に堅綴な床面が検出された。 竃 束

壁の南寄りに設置されている。袖は検出されず、燃焼部は住居壁外に張り出す。 柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。 周溝 検出されなかった。 )量物 須恵器の椀のほか、 ;J;J口、鉄製JJ千

釘がlH上している。 時代 予安時代。

E
 

第65図 0-8号住居跡出土遺物
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0-8号住居跡出土遺物観察表

，ft物 傾 顕 出土状世
法量1"，) 』船I 2色凋 3俊成 成 整形技法 的特 酷 備 1;" 

盛り 器 極 時Ii秋i足
明白E器 + 1叩 口付0.4 i砂粒を微量 2J.火 3良 ロクロ整形、底部副転寛明りt量点f1貼f.j
t宛 1/4 底 7. i If 

高 5巳

2 1製品 土 Icrr
長さ (9.4)cm 任7.'lc明弘1.t272g I叫漏出欠lIi

羽rr
3 且型 tilt + Ilcm 

日さ (7.9) cn: ・凶2.0c羽 "1さO.6rm ，R匝27.{j g 
!H 

4 拡製品 111 
i壬さ (i'!.7lcm .;，IJ.9cm 111さり.5rm tf(枇13.9g 

刀f

5 肱製品 理t
長さ (11.2)四 幅2.0叩柑さO.5crn 藍量22.5g 

刀F

6 ll.型品 土 0"，
長さ (10.7)cm ・IJO.7四 IljさO.6cm 重量13.4g sr 

0-9号住居跡

位置 0-3 [メの北側、 1111-15'16、II1 15 . 16グリァドに位置する。 形状 両側が凋査区外である

が*州}j1"1を長辺とする長)j形と推定される 仲i'警はやや張り出している 規模 市北辺5.1501、盛岡';29

cm 主軸方位 N -89
0 

- E 床IIII 11百位j色 I桝でtlli築 FAプ口 17を合む黒柱j色 iでf択を貼ってい

わり"
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第67図 D-9号住居跡2

る。伐{{-状態は良好で、全体的に"il綴な床i自iが検出された。 竃 東壁中央に設置されている。袖はイ『袖の

み検出された。 柱穴検出きれなかった。 貯蔵穴検11¥されなかった 周溝 検出されなかった

i量物 |師詳のt平楽、須恵器の車 両盤が出 lしている lal的には多い 時代 奈良時代
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0-9号住居跡出土遺物観察表

遺物 傾 制 Il¥上状泌
iLla!.: (cm) !肱 i 2 0.，J闘は焼Flx. b}' 移形技法の特徴 備 〆J 

1ft ¥;. 器 l~ 同(f状況

土師 23 I¥!!りIi [J (l!. 4) i祖砂村 小姥を古む 2 ，，"晶倹慌で、作品外出毘削り 内l創仰で

何: 1/2 I，~ 指 3， t守必

向 :l.H 

2 m .'!}' 2g +1"， 1I (23.2) l砂位を徴日 2IA!'J J "クロ瞥形、大Jt-$外曲l例Idl削り
lJ. 1I持制I1 lit 良.f

2 向

3 匁1ilf 器 園 i 日 l細砂村をfVむ 吉岡II ロクロ啓昨

高健 胸部 /1); (13肘 3良野

A 

4 i師 25 + 6 cm " 117.01 1砂村 川色鉱物粒を合む [ J村部検慢で、胴船外IMn削り、 I勾(負j仰で

'i! I1 胴上 庇 2喧 3JH!

制1/5 高

5 土師器 土O冊 [1 21. H 〆1砂従栴l砂Hを吉む 2 1!Ii部検慢で軒昂外出毘n')り 内樹侮で

軍 11-ー胴 l Hえ lニ~い償問 'j rr通
部 rI~， 

6 鉄製品 掩上
l毛さ (，1.8)cm 柑¥.2cm rずさ0，3cm ir... lihi， 6 g IJIかヲ

• ¥ 11 ¥;-fi 

¥ 一一-一一

" . . 

ミ

り
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第70図 Dー 10号住居跡(6J

0-10号住居跡

位置 D 3区の南側、 11H -20、111 -20 . 21グリッドに位置する 形状東西JJ向を長illとする長}j

形。南東隅を14弓住に切られる。 規模 長辺6.36m、対辺4.54m。壁向48cm。 主軸方位 N-97" -E 。

床面 黒褐色上層で構築ο 残存状態は良好で暁綴な床面が険wされた。 竃 14号住に切られた東壁南寄
りに設置されていたと推定される。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 検出されなかった。 間溝 It 

壁の東担1)で検出された。Iまさは 5cm前後である。 量物 仁川l桜の杯、須忠2替の杯、 fil¥石、鉄製鎌が出 1し

ている。量的には多い。 時代 奈良時代。

\~l~ ミ三ιz〆2 ミ主~，

，山

第71図 Dー 10号住居跡出土遺物
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D-l0号住居跡出土遺物観察表

置物 千義 電i 出十扶据
法:古(cm) I Mi I 2色J・3健fOC 成 整形持法の符置 描 I'f 

昨日 器 ?屯 残存状況

上師器 2冊 口 113.61 1砂位 ・.1.¥色i;.拘粒を合む U柑部機鮮で下、{客船外面j毘削り、内rki惨で

材、 2/5 Ij~ z世 主持過

高

2 I師時 理i 日 115.21 1砂利 :.1.¥色拡物杭を合む 11持部検僚で 体部外甜毘削り 内命l慢で 体部内而に肱射状

t司: 1/4 庇 '2指 3枠組 毘j門主

高 3.9 

3 ~ti 思器 壇上 口(Jl.21 (1 (¥色鉱物Hをftむ ，2)灰 ロクロ整形、底部同枇毘切り 怯恒11<.毘削り

対 1/4 li¥ ( 7.81 白 .1.JHf

高 3.3 

4 石製品 覆十
民さ {叩 91cm 幅9.2cm 高さ'1.3cm 量量17-1R 

低行

5 品製品 Icm 
長さ 1 L2! cm 幅2.lcm 引きO.7cm 35.8g 

鎌

D-ll号住居跡

位置 D -4 [.{の北端、 12F -34 . 35グリ y ドに位置する 形状北及び西側がE凋1f.U外であるため小明

Iti慢を 5号講に切られる。 規僕 民i且不明、制辺イ、i珂j 壁r'J:jlOcm。 主軸方位 N -79' E。 床面

，1.1.':褐色上層で構築。残存状態は.'mかった。 竃 ~i 1控に位置されている。調査し得たのはIti下部のみで袖も

検出されなかった。 柱穴検出されなかった。 貯蔵穴 検出されなかったe 間，葺 検I.Hされなかった。

i量物 少祉の土器片が出 L しているものの、~I!;立J曲作で混入した造物が多く、作品L に伴う遭物と峻別する

ことができなかった。 時代 不明。

.......，守ι+ー

寸

州ト ν

1 :::-'ー

第72図 Dー 11号住居跡
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D lli-;f上回跡
l 暗出色 I 緋111 

2 附尚也 ヒ FAH少1止 Ft¥ブロノク 小)

!被 ~t。 焼 l ブ U ) ク機~(

3. DJ褐色 L FA〆ロ 〆ク '1' ~ι (人J

合む

4 暗闘色 i ドA粒古む燦l抗古む
5 時嗣色十 悦Iプu " クやや~

1~'I ，" MI n， ~ 1!1 

孟孟主孟孟孟二戸ニj



0-12号住居跡

位置 D-5l豆の北端、 l1Q-33・34グ I}j ドに位置する

外となるため不明 規模 長辺不明、短辺不明。壁高23cm

層で構築 Hi1褐色上で床をi占っている 残存状態は良好であった

されず、燃焼部は11居壁外に張りwす。 柱穴 検出されなかった

形状 北側を8号滑に切られ、西側が.JIl1tl豆

主軸方位 N -89。一E 床面 ローム

竃 東墜に設位されている o 袖は検出

貯蔵穴 検出されなかった。 周，茸

検出されなかった。 遺物 上側j6~の杯、須恵慌の1.lが山 k している 。 量的にはやや少ない。 時代 公

良時代。

=雪=

d 
O 

O . 
可

L
N
時
1

"，1 

。 Q'I:!'削 m 2 rn 

ト一一一一一一一一←一一一一一ー一-.

D 12号住居跡卜竃

1 暗闇色 上様lブU;ク少量 カ-;j;;'プロ γク少 iti.
2 時褐色上 ロ ムプロノク少局長。 j焼士プU ノク古む。カーオンアnノク少"し

3. .j色上 焼 t

，. ~I褐色上 ロームプロノク多鼠。焼 tプロノク少量

第73図 Dー12号住居跡

ミヰ=ノ 三三王そ三当、

第74図 0-12号住居跡出土遺物

0-12号住居跡出土遺物観察表

l船，"， '2色調 3焼成 成 苧昨技法の竹間 備 t

i小限 ~，I.\~鉱物位を庁む 1"*宇都償梅で、{宇部外国毘削り、内陥1慢で
2柑 3良好
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1 ti I 色..俊成 成 字形 H止の特酷 備と

l相砂pを古む ""  1'1 Iロクロ整形 天井部舛帥IIr.箆削 1)
lHIf 

--="ムキF

とつ

O 
. ， 

'ツァ

I
l
l
l
 

II.JH 

l' IJ ，1! 

ーヲ多

一¥ 色~
り 13サItIi:跡

i 時相t..I F At，~古む FAプU "ク 小)白む 悦 l〆U 岨ク少 :;:-，カーホンプロ Jク少耳切

2.暗地色" F J-I..f':_~量‘ FA プU ;1ク 小J多10¥‘('1' 多悩 規 iプロ yク少環。カ *::-70-;1ク少M
:.:1 '1-'出色 i ド.， 7υ ，ク 1 少M カー l〆プU';1ク多附a

1 叩同色1 ドミプロゾク 小少鼠:;;tlブn "1 ク少 ~; ヵ オノプU ノク多民

5 時制色 F.-¥P少r，- F Aプロ yケ 小少h花、焼，."/UIク少元;

6. ，'，1.';他j色1 ロムプロク "1、白む
7， !，Il総色 1 ロ ムプロ y ク l小 1少日

)) 13日(1'.1..:跡貯磁六

1 '11，制色1. FA粒古む FAプロ yク{小}古も 焼 L7 tJlク少弘、カ -ojiノプロ yク少附

2田町尚色 FA村古む FAプU ノク (小)少!i U ム秒台むn カ F./プロノク少組@

第75図 Dー 13号住居跡
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0-13号住居跡

位置 0-3区の1十J側、 111 -21 . 22、11J -21 . 22グリ y ドに位置する 3 形状 東西}j向をk辺とする

長万形。14号住、 12号滑に北西隅を切られる。 規模 長辺5.17m、短辺5.09m。壁高30cm() 主軸方位

N-113
0 

- E 。 床面 ローム層で情築。貼り床が検出され、残存状態は良好であった。 竃 束壁のや

や南寄りに設置されている。袖は右柑lのみ検出された。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 南東隅で検

出された。規伎は任79X70cm、深さ20cmである。 周溝 昨j壁且ぴ西怪で検出された。i菜さは 3-7 cmであ

る。 )量物 k師器のI司、 費、須恵器の材、 椀 益、鉄製品が出 tしている。 時代 奈良時代。
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0-13号住居跡出土遺物観察表

遺物 傾 割 出上北i~
i1: ~i: (cm) 1胎L '，21色凋 3焼成 成 藍売技法の特徴 i荷 y; 

番目 器 f長 残li;kl~

?師器 覆上 U 117.21 l砂粒を青む白、栂立良 円柑部織機で 体部外幽毘NiIり、内面慢で

旬、 2/5 f主ミ H 

高 5. " 
2 !師器 貯ii!穴 口 15.1 〔正細砂粒 白色鉱物粒を合 nI.部被権で、体部外面毘削l句、内面;慢で

均、 4/5 泊E む 12りにぷい棺 3普通 後政射状提IIIき

高 4.7 

3 m .jS器 貯磁穴 11 113.21 にJ)細砂粒を微量 2:1天白 ロクロ整形底部凶転毘切り後慌で調整

'1 1/2 政(9.61 3良昨

でrι勾 3.7 

4 ~Jr !t.~ 6~ 種上 [J (] 7. ()) "抱砂院を古む f言匹白 ロクロ整形 成部凶転毘切り後回転毘削り

地 2/5 同 (1υ41 3良H

高 3.9 

5 級車器 覆士 日 (1421 。組砂粒 白色鉱物粒を青 ロクロ幣形、 li(部同転毘切り後向転箆削り

備 1/:-1 低 9.8 む ;!'Eqjオリ プ夙 3良

長.， :5.9 H 

6 羽生I器 貯蔵穴 口 (11.41 i白色鉱物粒を微最 :Z;r;k ロクロ整形、摘み貼fJ

蓋 1/3 t海 1.2 3良Ii

泊1 2.7 

上師~* 簿上 J J (25.2) l細砂枝 川色鉱物杭を古 11!<都績割程で、嗣節外出毘削り内白慢で

望 rJ -胴上 底 む のi主民拒 3持通
部1/4 高

8 1 師器 + 4 cm !J (¥9咽21 I砂粒 'H色鉱物粒を合む 日柑剖i繍縄で、刷部外凶jfe削り内刷機で

聾 円、嗣ト 同 ぇ担 3普通

部1/4 高

9 鉄製品 壇上
長さ6.3cm 幅3.3cm 厚さI.Ocm 司f{ii1:90.9g 

0-14号住居跡

位置 D-3区の南側、 11)-20'21、1IJ-20.21グリ yドに位置する。 形状 南北方向を長辺とする

長万形で南東隅は若下治ち込んでいる。南壁の中央を 12号誹に切られる。 規模 長辺4.27m、短辺3.22mo

壁高40cm。 主輸方位 N-97" -Eo 床面 南東隅付近が者干落ち込んでいる。残存状態は良好で、堅

綴な床面が検出された。 竃 南東附付近に設置されている。袖は検出されなかったが、住居壁外に張り出

す燃焼部の側壁に擦が据えられていた。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 住居の市寄りで検出された。

規模は径76x 62cm、深さ53cmであるo 周溝 検出されなかった。 遺物 須恵器の均二が出土している。量

的にはやや少ない。 時代 平安時代。

三{j{m

第77図 0-14号住居跡出土遺物
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1 

o 1.1 ~;-(t駅跡
1 晴樹色 FA位少hιFAプロ yク{小}少量。焼上プロソク(小)聞量c

2 晴間色 FA粒少量。ドAプロック(小)少鉱 ロームプu")ク (11')合合@妓 1プロノ ク (小)微量，カーボ〆プ

ロノク(小)少最伺

3 日高岡也 i ロ ムプ u-:!ク(中)古む。焼jブロ yク{小)徹拡。枯上プロ yク合む

4 時尚色 i ロ←ムプロ Jク(中}合む@焼lプロ γ ク 1'1、)少凪 カーポノプロノク{小)少量
5. rl'(倒色 FAプロノク 1小)少白焼 1'，'/ロノク{小}少話。

o lP;住居跡貯械式
l 出尚色 1. F A世少I.tζ ド八プロ yク{小)少;ι 後土ブロ yク(小)少量。カーォ、ノブロック{小)晶、量。
2 出出色 '". F Aプロァク(小!古t。口}ムブロ yク(rll)青む(カーナ'ンプt1'~ク ('1、)古む 粘iプロ yク合む。

3. m尚也 FAプロノク(小)少量。ロームプ口ノク{中)少h; ヵ ポンプロ yク(小)少鼠

第78図 0-14号住居跡

0-14号住居跡出土遺物観察表

!，Mi 1- 2色調 3後1正 成 学肥技法の特酷

l細砂粒を世故 2快 3 Iロクロ字形 底部向転糸切り
品川

繍~
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D-15号住居跡

位置 D-31丘北側、 11J -14 . 15、11K -14. 15グリッドに位託する。 形状 点凶1ili'lを長辺とする長

万形北西隅を 3号土坑に切られる 規模 l毛辺3.63m、短辺2.82m。墜高17cmョ 主軸方位 N -86。

-E 床面 16号住居跡の覆土中に構築。 l'111だが残存状態はやや悪い 竃 京壁ややIfj寄りに民主置さ

れている。袖は検出されず、燃焼部は1101，'r堕外に張り出す。 柱穴 検出されなかった。 貯蔵穴 検出さ

れなかった。 周溝 検出されなかった。 )量物 {，(的には少ないが、須恵器のl.i.がIHtしている。 時代

。r''l年I時代

ー哩"'"乙←

、

、
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D 15日(tI，.;跡
i 附相色 1.. FA位古むρFAブロノク 小)

少段、 (11' 少:ii- 健トプU ノク

園陸【カ j; :..-プロノクI量!lt"

2 暗経j色I ドt¥t~少 ;1 w 焼 iプロ Jク間対

カード 〆/uノク徴;正

3 暗同色1: FA位少;ι ドAプロノク (小
ヱ| 少量 {中l少hi 域 iプ u，ク

1 

/ー一一

第79図 D-15号住居跡
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D-15号住居跡出土遺物観察表

1 船\，色~憐成 成 字書形持法の特徴 術革

l租砂粒 小慨を古む (2 Iロクロ整形後摘み貼付、王I1部外面凶如毘

l火白 "，良好 |削句

D-16号住居跡

位置 D-3区の北側、 11J -14 . 15、11K -14. 15 グ 1)'J ドに佼留する G 形状 正方形。南西隅を3

4号土坑に、捜土の 部を15号住に切句れる。 規模 長辺 (東西)6.61m、短辺(南北) 6.49m 。 壁，'~î23
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D 16~;'住民跡町長穴
! 附IIJ色 1: FA位少量。カーホ"/-/ロノク少 t;::-

2， ，'1，¥尚色t. F A位少量。ドA./ロノク(小少Iai.悦 Lブロノク少
:匹。

3. .'，-¥椙色 t: F A粒少io!ぐ焼上ブU Iク少世。

4. ~.I.\色 I FA粒古む ドAプロ yク(太)育心。ローム粒少量。

ロ ムプロノク イサ少抗

5 晴樹色 FA位少;，i:。口}ム判少量 焼 iブIJノク少量

D 16号1，居跡柱穴

1. FA (liA緑色

2. Hi'i同色士 ローム粒少量図ロームゾロノク(qq少股
3. ，'，1.¥鮒色上ロム粍少量。

P 
I ド八 l!1'4"U色

2. 日制色J トA粒少量。
h
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ムプロノク 小}少量〈

2， ~n悩色 t FAブロ yク小合む U ム位少句L カ】

ホノブロノク聞置。

3 'I~制色 i 口ム粒樟量ロムプUノク小間置c

第82図 0-16号住居跡②

crn。 主軸方位 N -730 - E 0 床面 ローム肘で情築されている。 竃 検出されなかったが、京壁の

I*i得りに焼土の分布が見られた 柱穴 3 )，1;が検出された 規伎は p，がli.j6X43crn、深さ47crn、Pdi、筏
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40X38師、深さ40cm、p，が径26X24cm、深さ57cmである 貯蔵穴 南東隅で検出された 規模は径108X

i5cm、深さ54cmである 周溝 検出きれなかった 遺物 上師器の杯 。斐が出上している 貯蔵火付近

での出 上が多かった。 時代 古tfi時代。

~~と ミ金額:

百三メ巳ゴ

ケ川

ー~、、一ーー、ーー
¥ 
¥ー

2ベ

11 

¥
¥
¥
 

¥
l
uい
/

山

¥
¥
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〆

、 J r 

" :!111'"， 

第83図 0-16号住居跡出土遺物
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0-16号住居跡出土遺物観察表

，ft拘 1+ nl 1 1\ 1~~ki~ 
11、量1"，1 1 MiJ. 色訓 3俊成 ，.1<. !.¥形 J主北町 1¥酷

"・
1j 

冊" 器 伸 時白状況

I師器 + 7rrn 日 112.6 '1抄位を微臥 2 I'J，Jr特j 1lI<部検慢で、体普E外尚昆削り 内向慌で
I河ト 1/3 !i( ，3 it過

高

2 1師毘 + 4 cm I J 11. " l砂付帯l砂軌を合む 2 11持部繊梅で 休部外白血削 'J 内泊l慢で

4、 3/4 IA: 間冷血H 後政射状昆磨き

高

3 i 師~~ + 5cm [] 13.6 "祖砂粒小僚を ffむ 2 111毒剤l繍慢で、休部外的'1型削り 内耐指で 11柑甜版部部

M ほほ7i:-If~ fif 明必尚 '31Hf 怯政射状箆麿き 欠打i

高 4. 

4 i師器 +5仁m {l 15. J l砂"を合む 2吟符 3 I1柑綿織俺で i宇部外幽毘削り、内山慢で

tイ 3/4 成 良H f量級射状毘lfiさ

高 6. b 

日 I帥器 + 7 cm 口 15.，1 ，'1'，色鉱物村を合む 2， ，~ U吋部検極で、体部外劇毘削り‘内自律で

M ]l2 /jJ; 拒 l!，~( fを位射状毘'Ilさ

toi】 6.9 

G i師器 + I cm [j 11 6 1総砂P."J、停を合む 2 11柑綿織慢で、体締外[~J~nIJ り 内副知で IIH鴻部欠抗i
Jj、 1J:ll花形 Jir 持 3 且~( f主政射秒、毘瞬き

高 I.6 

7 i師器 +1四 口(13.b) 1 'J!色鉱物"を ffむ と阻 111<部検仰で {宇都外由箆削り、内 I~J~ で

4 2/5 Jil 3良肘

向 9.5 

総 i帥器 土0"" rJ HU; I細砂村 't'色鉱物仰を古 11付加検侮 r、腕部外白血削り 内Ifut釜で

5軽 打、桝 l li!i む zt'u J.j'Hf 
部UJ 品

9 i 帥~，~ +5crr rJ 17咽6 i細砂N:i: 1すむ z 法師 IIH部検律で、胴部外崎l見削ry 内的a・c
舎を 11 胴 l Ji{ " !Hf 
品;)， 1 高

10 1帥毘 +4"， 1 J l叩色魁;物11を合む 2に 胴部外泊j毘削り 内l白慢で

豊 刷、底部 底 7.2 .nい恒 3 良~(

213 高

0-17号住居跡

位置 D-3区の中央、 11J -16-18、11K -16、18グリ y ドに位置する 形状 市北Ji向を長辺とする

長Ji形竃の一部を 9号滑に切句れる 規模 i長辺6.35m、短辺5.53m 噌高34cm 主軸方位 N -95 

f l-=¥ 二f-

U 

" 

ハ

ご7二亡
一
口

'¥1 

第84図 Dー 17号住居跡出土遺物
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ミ

! 1 1-時1j: If刊

-. 

"尚色 11 :...l:;_ 'J-':ti ; 1 _，'ク レ '1.::': '} :-:〆 '11，'/)':.; 

O 

.・

.，・同{b.L 11 ム ， :~:;; ~; ム LI J " '1. レi止、 !: 1.. " 1: J"  '1， 白4 カ --'， -，"7 U '" '.少;.;
Ri¥紋f{，t 1I J.. ~ :';ij む L! - .:.ソυ" .小 方ι 娩 t-/U Jクリレぷコカーゐ J ブu ，少，，;
¥. 'l't，I，¥iなt. l' ヶ '1 シ:.:
1i :';-jI"A跡也

~ f.l\ f~ I ド、Jl' y. ... 拶 ~ p-，._ I 地 t 1"  ，ト νd

f 町制色 Fミ/11，今'ト少記憐 LP多AU 焼 t.'11 J /"トlffι ヵサノノ u，ク小少d

¥ 11 1 制世，~r F.¥ゾυ ヶ小少尉カ 1; "←，" 1.1 ~.ト 1 ')..-:，i 

1 時処j色l 地!陪多民税 17口.， 小 i;;1， 

第85図 Dー 17号住居跡

，¥1 11~1 III '2 III 
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-E 。 床面 ほほ干坦であるが、残存状態は悪かった。 竃 東壁のI軒寄りに設iftされている 1両袖と

もわずかに住居壁内に張り出す経度で、燃焼部は峻外に設けられている。 柱穴 検出されなかった。 貯

蔵穴 検出されなかった。 間溝 総出されなかった 遺物 上師器の斐、鉄製刀 f 釘が出 tしている。

{;:':(l0にはやや多い。 時代 '1'安時代。

0-17号住居跡出土遺物観察表

遺物 f吸 顕 111士状尚
法置 (cm) lliii L 色白縄 けがE成 政 整形校法的特酷 備 考

品~) ~~ f重 予是fl.jた況

1 i師器 1 ，澗 口 119，41 I梱砂H:''1.¥色鉱物枕を合 口村部検声で、体部外面毘削り、内 [fu~で

聾 口H部破 底 む 'iIi棺 :J，lh!曲
高

2 且製 品 + 2αn 

刀「
長さ (I.6)cm 帽し:km 町 ~O. !i(m 取量12.'1~ 

3 鉄製 品 I cm 

&1 
長さ :5.4I cm .~ {)咽 ht'm 高さO.ticm 屯量6..]g 

l令、

1 f 〆

ι 

ヴ知子【(0)
l' 1 

. ~ I I 
.. ， 
L~ 

一
つ -・ 11 土

.・1り
C〔Jフ

l' .: 

O 

1 

で豆三三三FP竜)ιーーウキ- 。
ヒー

第86図 0-18号住居跡。〕
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¥し /ー

[) [) 

九「 一 J 

スア 1. :-;:仰 1;011111 ど'"

ヰニ I

o 18 ~j-f tl.';跡
1. 0;1同色 FA件少揃 カ ポノプロ yク少'"
2 明出血 FAt多目;t F Aプロノク(小多日 カーポJ

プロック少hι
3. U庁制也 FA粒少il¥. カ ポンプロ yクftも
4. '.t同色 1- F，¥7lJノク 小l少日:
3 叩間色，. F.o\プロ y ク小 1 少".憐 1 抑多 rl~ ，カポJ

プ 11'1ク多 '.11

6 川向色l ロムプロノク合む焼 i プ UI ク ~:ï: カ オ

/フロック多ij¥

7. !.U制色l ロ ムプロノク~;止

D 18日(l'.I，t;跡竃

1. .'f'，出色 FAプロヅク 小}少日後I和合むr 焼iプロ
Jク大)多"

2 出制色1. FAブロ γク[小)慣1式。憐上初少:iL焼上ブロ
yク(小)少晶、(ql)少量ι カーホノブロノク

小少置。

3 叩褐色 i 妓1:1-'古む焼lプロ yク l小}合むカ-;}i;，..

4 焼L

5 焼 i

Yロノク '1、)ffむ

第87図 D-18号住居跡②

D-18号住居跡

位置 D-3区の中央、 IIJ -18， 19、llK-18'19グリ yドに位;rlする。 形状 I軒 ~t }jfOJを長辺とする

長}j形。北警の 部を 9サ溝に切られる 規模 J*辺6.46m、短辺5.48m。壁I何43cm。 主軸方位 N 
95' E 床面 1 ;1ぽ干血であるが、残存状態はやや.'ll~かった また、床耐上に炭が散在していた 竃

!t[壁のl軒寄りに設;r，:されている 凶j袖とも倹出されたが、左袖の伐存状態は:mい 構築材の蝶が検出され
た 柱穴北京及び」ヒ甜備で検出された 規模は p，が径37X28cm、深さ82cm、 P与が径42cm、深さ59cmで

ある 貯蔵穴 問点附で検出されたυ 規筏は符89町、深さ70cmである。 周溝検出されなかった J 遺

物 須山:?，~の土f、腕 J;J 1正長頚省、鉄製主J 刀 Fが，~H 上している 時代 ド五時代

" 

ビユJ
儲

:!( 1m 

'¥f7 

議参

第88図 Dー 18号住居跡出土遺物①
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第89図 Dー 18号住居跡出土遺物E
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第90図 Dー 18号住居跡出土遺物d

0-18号住居跡出土遺物観察表

遺物 ft 矧 出上状況
11: lt (叩) 1)胎 t-.(2色調 3焼成 成 整思技法的特融 備 t-

番号 時 後 時存状況

I 剖.'~.器 2 cm Ll 12，9 l将{砂粒を微量 2.N<LI ロク口整形、低部回転赤切り '11ま部一部ク，IQ
材、 はほ完形 九〈 5.9 、3，1字通

高 4.0 
P m 必器 +6crr: 11 12.8 l小慨を微1i1 2，)，大，.， 3 ロクロ整形、岐部刷紅糸切り

M、 3/4 政 5.6 民<f

d当 :1.8 

3 m 容器 貯肩車プミ !l 13.2 I掴砂粒を1後最 21:'(['J ロクロ幣形、底部同転来切句

川、 4/5 庇 6.0 L普d重

高 .1.6 

4 封t)~.器 lIf械Y、 11 12.9 1細砂粒を微量 2 1*1'1 ロクロ整耳、低部回転北切り
l.f. 1/5 liI 5.0 3，JH-f 

同』 4. ， 

5 絹恵器 瞳上 [J (J:Ull 1細砂粒を微量 '2 J1(前 ロクロ杉形、底部l叫も糸切り

土ィ; 1/3 rif 5.4 3普通

高 3.4 

6 in忠器 篭哩1 ! J (13.0) 1m砂粒を微量 2にぷい ロクロ整形 底部l叫+ム来切り

上千 3/5 匝 6.8 控 1普通

出』 3.4 
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直物 極 期 11¥1状況
法:，~(cm: i恥 i 2色謝 ;H::完成 lま t'形 U i-P.の特徴 繍 与

l'iり 器 姐 1¥11状況

7 調車器 理1 rJ 13.6 i開砂11 小傑を微.t :1 ロク[J~If~、鹿島制令r持切り
坪 3/4 時 6.0 員十畳 :lH併

高 3.9 

8 調車器 摺上 11 J:l.2: l砂H 阻砂粒を合会 2 ロク口修匹、 I提綴[u[+i.;不切り

勾 2/3 lif S.l i~政権 3 ;守通

向 3.6 

9 ，n忠器 理上 U t:l.O l相l砂粒を間最 ~ I;';:!'! ロクlJ牲形、 li{;部[II[も糸切り

1f 2/3 庇 S.6 :l tf.i曲

高 :l. i 

10 掴車器 上 0"， 11 15.0 ，m砂粒を古む 2A.Ii:抗措 ロク1J~配後高台貼付 内制"色処照

t宛 はほ完売 Ii.~ 6.8 "やや+kW 体諒l外出にm占、 rI柑
~; 5.2 部外山iニタ ル?I'H官

11 {({車器 + 5田 [1 Ei.4 l砂村 ・槌砂軌を古む 2 口ク U字形、時節制転糸切りf去、向f1貼It 内外面213暗灰色

出 完昨 lif “8 11'¥1'1 ] ft'i唾 に空色

A 1.8 

12 剖思器 理L [1 13.品) I細砂材を俄:，: .:rl:丸山色 UクU秒形後広fil納付

楠 3/5 I，~ 5.6 ， 1<11 
ρ』 三2

13 剖車時 111 r 1 115.0; '111砂村を1設計 三11<1'1 UクU件形、 li(&11Iul.ム来切り後 府ifi貼付
摘 1/2 h正 i.2 :1 n~f 

高 1.9 

1. 明車器 竃 (1 20. ~ 1砂p..'I.¥色鉱物わを古も ロク口整形後間貼付.胴部外出1控削り

羽量 lif 2 1.火山 4 且 ~f

45 

15 m .~:器 2，m [1 }阻砂粒小冊そfVむ 2 ロク[J~Jf~

長顎壷 3/5 ri{ 12“ 暴走!火 ， I! 11 
I~ 

16 鉄製品 貯雌穴
f( ~ (12.1叩柑o.ocm 1'1:: (). 6cm 重量li.'2記

IT 
17 既製品 + 7団

H:~ 11..1 cm 柑O.ncm IずさO.5cm 量i.i:H.lg
IT 

18 鉄製品 十5'm 
Hさ (6.5)印刷1Ocm 1'1-さ().5cm 重;仕9.() g 

刀子

'9 鉄製品 3"" 
Hさ 15.91cm 帖ト2cm ￥5札'''''屯世12.1g 

刀子

D-19号住居跡

位置 D-3区の南側、 IIJ-19'20、11K -19 21グリ y ドに位置する 形状正万形 13-53' 58f} 

上坑に切られる。 規模 H:辺 (，有」ヒ)7.17m、知辺(j転倒)6，87m r.，t高60cm。 主軸方位 N -109' 

E 床面 ローム層で構築 粘上プ口 yクを合む里尚色」で床を貼っている 残存状態は良好で、千閃

かつ略綴な床曲iが検出された 竃 点暗の南寄りに設置されている rd.j袖とも{主肘権内に張り 11.'，している

燃焼部側壁から儒道部にかけて礁が検H~ されたほか、前面には崩落 したと推定される天井石が検出された

柱穴 塀りかたで l基験1¥1.された 脱肢はi壬30X280m、深さ29cmである 貯蔵穴検出されなかった

周溝検出されなかった 遺物 仁川待の杯紫のほか、勾 1二、ιl玉が出上している 量的にはきわめて

多い 時代 ，11"喰時代
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:¥:¥(1， 1バX)1l1-
[) !9~J'f主レ;昨

l 附随色 l ドAt~ 多「み FA プロ y ク多量

2. F A 

3 ・1'.尚也I カクラ〆による FAプロ Jク少様
4. 在尚色1.nーム11少量ιUームプロ yク('1、
5 引色 i ロムプロノク(小少号

6 tjt出色I 枯Iプr1"/ク古む

娩 lプrJI ク少'" ヵ-:f':;"フロ Jク少量ぽ
少IJ.焼t-.IUI 7(.侵!t1 カ オノプロ Jク際坦

第91図 Dー19号住居跡1' 
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Fl H 

L f 

〈 11 

五ヲ~ J ヤ人」
l伺 1.1)11¥)111 ;: 111 

口 19廿住J百跡竃

1. llìy褐色士焼 U~~少置。

2 時間色土地i粒少;ι 焼 iプ口ック少 JI!.
3. j娩十

4. '1'.絹色上焼i粒少 J"。焼 lブロノク少川

第92図 0-19号住居跡②

凶 J
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口:口
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第93図 0-19号住居跡出土遺物

0-19号住居跡出土遺物観察表

遺物 1< 頼 出土状況
法量(cmI IMd 2色謝 3焼成 成 官主昨技法の特酷 倫 J; ち

番号 器 瞳 残1，状況

土師器 6 cm fJ (15. U) i砂粒 m色鉱物刊を合も 日村部織梅で 体部外幽毘削 1)、内山仰を
対、 1/4 lif 2符 3時過

4当

2 I師器 lJη ! 1 Ib.4 l 白色証物粒 相砂粒を多 U持出品検停で、胴部外面位指11竹 内{刷陪で

壷 11、胴1. lif :北 2~長品陪 3やや軟官

部 高
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，ft物 lt 闇 /1¥ U，l;;i兄
~I 信l i筒 考

ザ'r)J 出 佳 jW1λt記

Li製品 理i
民さ2.6c瓜・lJL Scm PJさ1..1cm .f(世L8g

勾E

{j裂 品 壇i
任O.6cm fllさO.2cm {'.置0.1}! 

臼?

5 fl型品 置l
íI: O.5CIT りさ O 引叩 jr~ ~tO . 1民 部xHi

Hそi

0-20号住居跡

位撞 0-3区の北側、 111-14.15、I1J-14.15グリソドに位置する 形状 西側を 8~;. 0:に切られ

不明 規慎 市北辺4.91m、収阿辺不明。盛山22cm。 主軸方位 南lヒ軸でN-70 -w。 床面 HE褐

色tli1で情築。 竃 検出きれなかった。 東慢の中央が.b tす:1~ り出しているが、焼土も見られず竃とは断定

できない 柱穴検出されなかった 貯蔵穴検出されなかった 周，膏 検出されなかった 遺物

術，rJ!:~~の均、がl:U Iしている!日町Jには少ない 時代 l'安時代

ミ

『ミ守ιド

:.: ¥;fi 

可ミミミ三 二二三三三主主rf-r;アー 11 l:il，I;II¥lm 

ヒ=ニーー--ユ

D 20ザ住出跡

l 師側色 k ドA粒古む。焼iプロ yク汗むd

I 時制色 j- F A t~少抗。焼 l プロノク少 ~i: .，

.1 '1¥同色 1. FミプU ノク ']'1 少嵐

第94図 0-20号住居跡
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第95図 0-20号住居跡出土遺物
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0-20号住居跡出土i量物観察表

遺拘 樋 m /1¥ I状況
il3it(cm) 1 I台土 2色J闘 3俊成 1& 瞥昨日以円特置 l紺 4 

品り 器 it 時イ':j"兄

沼恵出 開t IJ 10.6 l祖砂粒小I'I!を合む 2 ロク U杉形、庇部l叫.，、見切り後悔で調瞥
勾 五庁長 底 。2 オリープI瓦 3且If

高 3.S 
2 m且!-2i 理i f1 11.9 1祖砂粒小隊を合む 2 ロク uf，何人底.lII回転赤山り

坪 4/5 直 6.x 時背!大 lJW 
向 :1.0 

0-21号住居跡

位置 D-3 [正の中央、 111'1IJ-19グリ yドに位置する 形状 正)j形。南壁は後[Itのカクラノを受

けている。 規模 長辺 (1判北)3.39m、短辺(束尚)3.04m。壁高30cm 主軸方位 N -100。一 E。

床面 残存状態は恵かった 竃 南東隅にA置されている 両袖とも検出されなかったが、構築材の際

が残存Lていた 柱穴検出されなかった 貯蔵穴検出されなかった 周溝 検出されなかった

遺物量的に少なく、 l二附(，~)\ 須恵(，~}I!.が ~~. flH上Lたf'UJl'である。 時代 不明。

-===t'-← エ1

1 

エ!

4:l:m..河川n1 ") r)l 

一
第9o図 0-21号住居跡

0-22号住居跡

位置 D-3 [旦の仲j側、 IIH -21 .22、 1I 1 -21 .22グリ yドに位置する 形状 内側が調査i区外であ

るため不明3 規模 南北辺5.49m、東西辺不明。喰品32cm 主軸方位 N -93
0

ーE 床面 ローム

府で情築。残存状態は良好で、昭綴な貼り床が検出された 竃 東壁のややI*n守りに1&i世されている。納

は友袖のみ検出された。構築材の傑が残作していた 柱穴検出されなかった 貯蔵穴 南東隅で検出
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された。規伎は径90X88問、深さ27mである。 周溝 検H11;きれなかった。 遺物 1，帥桜の上司: 皿 費、

須恵~.の t施設がIHT.している 時代 奈良時代。

イ~' ~ ， 

R 

O 

-d 

。

一

一ー=コ乙+ー

主

、

1益三二こ二三三三E ー 三三プー

，.' 1.11:11 !. 

孟孟孟ニ=1

D 22号住田跡
l 黒尚色士 F八位台む。 FAプロ yク(小)肯む。俊iブロノク少両i。ヵーホノブ口 yク少景。

2 暗褐色-t. FAU合む。ドAプロ γク(小)古み、 (ql)古む。カーオゴ〆ブロノク少量。
3. ，IH褐色土 FA位少量c F八プロノク{中)含む。 U ムブロック(小)汗J降、(中}合む。焼

iプロノク少鼠 カーポンプロ yク少畳巴

4. !，I，J，褐色上 FA校少量 ド八プロ yク(大l合む.焼lプロ γ ク少

s 明褐色士 ローム位多量.. u ムプロ Jク 小 I~昆~ F Aプロノク{小、少f，-"
6 照同色上 FA位少張。焼jプロ γ ク飯量 カードンブロ yク少耐
7. .?'i鰯色上 FAプロ yク 大)合も
8 晴樹色上 FAブU ノク {小)少量 (中)少Eし口 ム乾古む(

D-22号住民跡竃 D-22号世間跡貯蔵穴

ェ1

立2るアー
lJ r I 

忘二6'，

l 暗働色上 粕川純白少量(FA粒少歳。
2. Dff樹色 t ¥提 iプロ γク少尉

3 暗褐色上焼イプロ γ クffむ0

l 暗制色上 F A"合む， F Aブロ γ ク{小)合む。カ オンプロ γ ク古む。

2 時制色上 FAブロノク(小}古む。焼土プロノク合む カ オンプロソク

古む

4. .~_f~尚色t !発1村合む

5 暗褐色士焼Lll合むr

3 暗闘色士 FAプロ yク 小少量。カーオ/プロ γ ク少"0
4 時制色t. F Aプロ yク{小微量。カ ポノプu--;ク微量。

第97図 D-22号住居跡
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同
:!O(叩

第98図 D-22号住居跡出土遺物

D-22号住居跡出土遺物観察表

遺物 持 間 出土状況
法量(cml i胎上 2色白縄 、3焼成 成 F匹 J主仕の将置 備 考

番号 器 極 残存状i足

t-.師器 理上 [[ (10.8) 1砂粧ややK- i置 3且 口柑部償慢で、 体部外面毘削り 内面解で

坪 213 底 If 
高 3.8 

2 上師器 檀上 fJ 11咽4 "砂粒 黒色飯拘位合(; 日韓部情慢で.休部外面毘削旬、内面構で

勾: 2/3 庇 '!R ③普通
Il; 3.4 

3 k師器 lαn [[ (18.0) 1砂世 出色鉱物粒を合心 口幅部検梶で 体部外耐毘即lり.内面慢で

飢 [/2 /J'r; 2恒 3普通

高 43 

4 調車器 側上 LI ([7. 2) 1小礁を際世 Z明w"ロクロ世E、底部切り Illl主高台貼付、 I吋
地 2/5 li~ (]2. J) {内面[i[よぷい控) 3良 転毘削り

高 4.1 If 

5 制止l 器 2"， LI (17.2) l担l砂粒を合む z 1火 3 ロク U!;l匹、情み貼H
長 215 嫡{1. 91 政1+

同 1.4 

6 上師 器 + 3 cm L1 2 L 6 l掴砂粒出色鉱物粒を古 日時部検併で、体部外面毘削り、内面機で

雪量 日時邸 区長 むる控 3且It
d活 」 L 

(2) h'li-

溝は 11条検出されている 年代は中世以前が2条、中世が6条、現代及び判断できなかったものが3条で

ある。

講の概要については以下の通りである。x描[J図は l号講のみ掲載する。その他の講の位置、形状等につい
ては、第5~IOIliI を参照されたし、。

なお、 8号滑については遺憐確認のみで調査はしていない また、 2号講と 7号講については、それぞれ

i号縮、 2号堀として (4 )において報告する。
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第5表 D区溝計測表

遺構名 位 置
出 縦 (ml

主側方位 繍 il 
民辺 恒辺 j主さ

l号講 12A .12B 22 (6.281 1. 79 0.20 N -]03. E 理上は FAプI:T"1クを古む暗褐色上。

3号摺 llQ-28 1. 12 0.38 0.42 N 105
0
ーE 檀 1..11F Aプロノクを古む時総色 k。

4号講 11 1 -19 4.39 o. 73 0.34 N 22・ E 檀上li粕川Ilii上体i。
5号?再 12F-35 1. 84 0.58 0.42 N 69' E 現代。

6号t舞 12G -37 2.13 0.43 0.40 N 67'一E 曙 1:li粕川軽ul一体上。
8号滑 llQ .1lR 33 N 8" E 未調査。

9号講 lIK-17-19 11.95 0.70 0.44 N- 13' E 理 1:は粕川軽イ1主体士。

IOf; 揖 llJ 19 2.35 0.67 0.24 N 20' E 壇上は粕川軽石主体上。

11号講 11 1 -19 2.61 0.64 0.20 N 20' -E 檀上li粕川軽石主体上。

12日?茸 111-21 2.22 O. 76 0.32 N 7'一E 檀Jは相川輯ti1:体上。
13号講 110-42 (1.881 0.65 O. I1 N -144' E D 5区i号ill

¥>-
.A(肱トレ〆チ

I .・

iシ

A A 

一\一一一~一 fI 

t 
L j28.i式附m 2 m 

i 

ミーJ
⑧ 

0-1号満出土遺物観察表

第99図 Dー 1号溝

1 

第100区I 0ー 1号満出土遺物

』胎土 〆2色調 3焼成 成 嘗昨技法 の 特置

(湘砂粒小僚を吉台 2 Iロクロ整形底部回転来切り佐高台貼f.t
晴舟匝 ③良叫

2lkm 

自信 号
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( 3 )二坑

土坑は57基検出されている 年代は中 11十以前が36阜、中附以降が13lふ現代及び判断できなかったものが

8基である。 10-14号上坑については、いずれも 5. 6号住1ft}跡の捌りかた調査で検出されていることから、

住居跡の床下上坑に該自する可能性が高い お号 l坑からは人骨が出土している また、 39. 40号上坑から

も微ftkではあるが骨片が1-Htしている

土坑の概要については以下の通りである 講と同線、実illl凶は王なものについて掲般しておく その他の

土坑の位置 形状については、 ~5 、 101叫を参照されたい

第 6表 D区土坑計測表

遺情包 1、y 17~ 年 II、
世 ti.! :cm 

矯 号
i毛Jll 旬辺 吊さ

1号 UA: 11 P -29 円形 1 ;9 !“6 129 哩 lはFAプロ yクを苫む暗褐色 1..Jf戸跡か

2培j坑 11Q -29 I'IJfi 制} 5i 、15 檀 LI立FAプロ μクを古む暗間色 i

3号上坑 11Q-28 I'm 66 6¥ 'I.i 111は FAプ日ノクを宮台晴樹色ト

1号上坑 11Q 28 不字形 36 301 29 檀 I1よFAプロノクを古む暗闇色 l

5 1;-1:坑 11 Q -28 ド1ff， u 111 i2 揮 iはF八プロ yクを合む時褐色 i

6 -~;. t.tA 1IP-29.30 ffh形 120 62 53 檀 iはFAプロノク会合む暗同色」

7サi:!Ji: 11 P 28 13~ ;)/ 1h "!~ljF t\プロ ヅ クを合む S語褐色上

8ザ1)!I: 11!' 28 円形 i/) 行h 13 慣L1;ド Aプ口 yクを白む附褐色 i

9号上坑 11 P 28 柿円昨 7ぷ 9 別賞L1よ粕川軽(iU与上

10号f坑 11 P 29 iO :1'， :!O 概 1.11ドλプロ ソクを合む時褐色 L 5号住出陣内

11号 i坑 11 P 29 術rIJ，t~ 72 L') Ijl 111はド八プロ γ クを育む時褐色1: 5号住肘跡内

lZ-¥} t.坑 11 P 28 怜円形 48 15 11 咽 11手ド Aブロ yクをf守む暗椙色上 5号住居;陣内

13号i坑 11 P 28 円形 36 ~;l :n 梗L11ドAプロ yクを合む附褐色土 6号住居;陣内

14サt坑 11 P 28 、々整形 115 11日 3-1 1I1:1H A-/ロ yクを含む晴褐色 L 6号住居陣内

15号 i坑 111 18， 19 ィ、物形 102 6.' ri UJ. F Aプu'/クを古む暗怯j色 1

16号t:tj]: 1111 19 長ん昨 123 99 60 IIL1HAプロ yクを合む暗褐色I

17りi坑 1111 19 不整形 16 11 16 慣 lはドAプロ クを合む目指臨色i

18~} t坑 1111 19 長}j形 18 。11 !h 理iはド A-/ロ y クを~O;-む附私自色 t

19号十坑 12(; 31.35 (219 tj i I 工3 世上は粕川悦i;主体上

20~;-，. ~正 12G 36 長均形 1il i3 19 現代

21~} t:坑 12(; 36 120 6¥ :!3 

22)} 1:坑 12(; 36 [，tJi配 102 お6 IIj 

23可1".lA: 12(; 3i 正}j形 おお お7 f)O 

21号上坑 12G 37-3討 イミヨE昨 193 lOi 

25号uλ 12G 37 正Ii形 5，¥ 19 11 間 jは相川Ifi;Ut上

26号 1:坑 12ド 38 不蛙膨 128 1::1 29 世 1:1よ柏川軒(ji:."本土

2i号tJA: 12F 38.39 }~h形 bb o7 29 

28号 i坑 12G 39 I.i: /i If~ llfi 61 A1は有'JI1lt1h1:.体 L

29号 t'J;t 12卜 40 同円形 112 /).1 :t2 壇上は粕川特れを古む晴樹巴 t 人竹11lr. 
30り上抗 12G 38 ヂ堂形 223 21 I 3b 世 lは祖川t!i，主体 l

31守V/( 11Q31 倫1'1形 122 63 :li 現代

32号l坑 111 11 J 19 ドl形 9I 96 11 側 Llj*f)川軒行七体 i

3ヲ-i}1坑 11 J 21 ィ、守形 273 232 以) 11 L11柏Jllft:{i I体 t
31日UJi: 11 J 14' U') ィ、童形 23b 11 f・1は粕川ttii主体 i
3ち号 i坑 1¥ K 15 JF hlf~ 2¥;-) 202 日} 哩L1Hr川fli i i体上
36 }~.上抗 11 J 14 同1'1形 lb3 121 :16 間 11よ柏JlIUii主体i

37号上坑 11 J 15 ィ、!:'形 199 lお3 11 掩 lは柏/11ft{j主体土

38サ k坑 11 K 20 不整形 112 62 :i~ 檀 LIlF AプU'1クを古む暗総色 t

39号 L.IJt 11 K 20 民ん昨 110 in i6 掩 1はド八プIJ'1クを古む時同色 L jす1¥出 i

10号 t.tA: 11 K -20 偽円形 106 72 51 檀 iは FAプUIクを合む晴樹色j

， 1号i坑 11 K 20 続1'1~， 112 9，1 ifi 揖 111ドAプロ yクをfTむ時相色土 骨片出1

"号 i坑 11 K 20 不快形 63 :lb 19 積!は F1¥ゾロ yクを青む時同色t: ~体凶な L .

日号 1:坑 lll! • 11 [ 17 民お恥 ;8 50 2i 樫 lはド八 fUIクを古む時尚色 1
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遺憾仇 1，) 置 昨秋
縦 1葺 (cm)

繍 " 民辺 担辺 iまさ

44号上坑 11 K 21 長JHl 102 (42) 17 調11よFAプロ y クを古む暗同色 i

45号士坑 11 J 20 不整車 81 n 19 理lは FAプロァクを吉台晴樹色」

46号土坑 11 J 20 4、撃形 .8 83 9 哩11iFAプロ Jクを青む時陥色 i

.7号土坑 11 J 20 情円形 59 16 R 縄 iはド Aプロァクを古む晴樹色上t

48号土坑 llK :n 民方月日 121 118 ¥02 111はト Aプロ γクを古む暗何日色 I

19号上坑 11 K 21 情川月日 54 36 10 世 1.1"，1プロックを合む附悩色 I

50 )~士坑 11 K 10 情円形 62 .0 10 理1.11ドAプロ yクを吉む時総j色j

51号上坑 11 K 20 正}j11'; 17 46 10 111111'，1プロ γ クを古む晴樹色 i

52 ~;土坑 11 K 20 円形 H6 '0 12 理1.11ドヘプロ ァク金古む時制色 l

53号上坑 11 K 20 楠円昨 1お 38 咽 111ドAプロ y クを古む暗椙色 i

"号上坑 11 K 20 楠円民 39 2i 14 檀 IUF Aプロヅクを含む暗尚色 L 全体国な L

55号上坑 11 ()12 楠円昨 190 171 35 1) 51! (第 2;}:.I 1可:-L.tA: 
56号七坑 11 P 40 186 82) 65 [) 5[~ 1帯2次) 2りt坑
57 )J'上坑 11 ド l;i [) S [..( (第z次)J<t費

¥ 

ミ 巴1";-Ur'i 

ミ 唱'.'"1' ¥ 

白J ~-[ここiJ~ι
ミ ミ

'; ~; t.J凡

J
u
 

hω 
M
V
J
 

EZ  
¥川 ')1"，

11 明

ト一一一一一一一一一一一一←ー-一一一一一一一一~

D 6廿UA:
1 暗惜色I ドAプU ク小}やや多 大やや多。ロ

ームPf守む ロームプロノク(人 ffむ‘

2. ，'，1.¥褐色上引色lをブロァク;);に古む 口ム f，~ I少撮"

3. .'.1.'，尚色I 引色1をゾUJク4川-"守む" Q-ムp(.(tι 
1 晴褐色ト ロ ムHJ少:λ ロームプロノク少乱(

5 明出色 i ローム iをブロノク，i;に古む@

D 7可UA:
1. I~I主士

Eヌ: 、担7

2 時間色L ド、ゾu，ク 小}少 llLぞ

D 1:;;.1' t.JA 

1 時間色 1， ，'A枝子古む。 FAプロ， ~ 

2，時掲色，. FAIU多量、 FAプUIク

3 陪尚色 FAlli少量、 FAプU Jク

'1、}少量、 1'11)少'1'

小 l古む '1' 合む

小少話。ロームフロ y
3. F A'i! 

ク少，It4. Bff尚色 L Ft¥"/nノク 1'1、)合む ド八ブU-'1ク(時

少rlL ¥1ームプ口 yク古も '1 日目制色 l ド、 yロノク 小少川 口 ム Yロゾク合も。

5 川尚色 l ドAP.i-1守む。ド Aブロノク Iql) ;-;;む、(大)frむ
[) 16); I:iA 

1， si¥尚色 F、粒 J合む FAブロノク(小古乙

2 町制色 i トAブロァク 中Jややj;， A ややj;

3. '/."，尚色 i ドA粒「合t" F Aプu，ク大少祉

l 中持j色1'. Fけ"少量ι

5. ~;~褐色 t- F i\-t LJ; ク "1、 I 'Þ鼠ョローム l，~ f-;;守む U 

←ムゾU ノク古む

6 晴樹色1: F A 1"11 Jク 小 l樟:，;- u ムlli聞1.1
7 附褐色 r. F:¥ -trJ ク 小1吉む U ←ムf:':i少:.;.
8 崎両色t F..¥ゾu，ク小融証 u-ムPJ'少量カ

ーオノ/ロ ク事足。

第101図 D-l ・6 ・7・15・16号土坑
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ミ目::子
ミ 1 、9J(M)- . .¥ 

ヘ~

D 39号上JA

2m 
a 

l 暗闇色上 F Al1 (-合!to F A プロァク(小)~む、

ムロ:1 ム0::::
，仰やAド 1 、

l 品川山
、

V 疋Z
D .1号土坑
1. .'.I.~尚色j.. F A粒f少量図 FAプロック(小)少量。焦上プロ〆ク

(中)合む。 紘lプロ yク少量、カーボン 間量。

プロ γク少量.

2. .'.1.¥縄色 t FAプロ γク(小)少量 (11')少量。

2 晴樹色土 FA位チ少量 FAプロソク(小)合む、(中)少量。

3 時同色土 FA粒 t禽む。 FAブロック(小)古む、(大)少置。

4. .'.~~尚色上 FAプロ γク(小)少量。(~II )少量、(大)少殺。

5 時鰯色土 FA粒f多盤。 FAプロック(小)多量 (大)古む。
カ ボノプロ Jク少量

第102図 0-29・39・41号土坑

¥ヰゴ

1 

第103図 D区土坑出土遺物

D区土坑出土遺物観察表

①胎J ②色謝 (3)俊成 1正 盟尼技法の特徴 備 J与

l砂粒 粗砂粒を微量 2 Iロクロ整形、底部回転判IJ1) 
灰内 l司良叫

( 4 ) 掘

0-1号纏 (0-2号溝)

位置 D-2区の南側、 JJP-30.3J、IIQ-30.31グリッドに位置する。 形状 西側は調査区外に伸び

るが、東西Ji向に走る。南東隅に長方形状の張り出しを持つ。断面は薬研沼状を呈す。 規模 調査し得た

長さは4.45m、幅3.27m。深さL96m。張りtBし部は、長さL52m、幅L35m、深さ28cmo 遺物 土師器

・須恵器片、陶磁器片が出土 している o
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d 

ア

"'1 

よ....y. コじ 斗乙 と乙 ミιF戸、

D-[号場
l 耕作1
2 暗闇色 i 粕川経百合む。FAプロゾク (小)古むI 小礁少量。

H 

3. ，1，1.¥褐色上柏川嵯E少量 FA粒{-古む FAプロ Jク 小)を少量
ロ ムプロノクやや多。小曙少量。

4 時褐色イ上 11'1川軽石古む。I'A粒子少量 FAプ口 yク {小)少量。U
ーム粒子多量。口 ムプロ γク多量。小曙少量。

5 暗縄色土 粕川IHi少量 FAプロ y ク (小)少量。ローム粒子合む，
ロームプロノク少量。小磯微縁。

6. :~，褐色 1: 11'1川軽6多商社。ローム位f合む。

7 時総色 1:11'1川梶石徴様。FA粒子微量。ロームプUノク古む。
8 暗闇色上 粕川経石少量e ロームプロ yクやや多。
9 砂貫ロ ムの樹高上

第104図 D-l号堀

D-2号堀 (Dー 7号満)

選託

: \~~l ¥(10m  

日

:l 'Jl 

i 

位置 D-51孟の南側、 11P -37.38、11Q -37 . 38グリッドに位置する。 形状 両側とも調査区外に{申

ぴるが、束尚fi向に走る。南側は詰干調盆区外となるが、断面は築研場状を呈す。 規模 調査し得た長さ

は6.26m、申M6.50mo 深さZ.48m 遺物 1，師器 須忠器片、陶磁器片が出上している。
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ク少量。小傑少量

柏IIIIfれやや多。小際少量目

粕川uイ1多量。
相川軽イ1やや多ロ ムプロ

柏川悼μ少量。中僚多量

粕川鮮イ1少量。ロームプロ yク徴量。'1'幌少 Iil.:。
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ロームプロ yク慣量。小様少量。qljl業少世

'1、機'1'際大様青む。
柏川軒イ:少量。ロ ムプロノク微故。イ傑少量。

o 2り臓
l 緋111
2 暗闘色 t
3. ，1.1，1，同色ト
4 暗闘色1
5 引制色1

6 暗制色」

7 晴樹色1
8 宅悩色上

9 出回色士

10 暗位j色i

D-2号堀第105図
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第5章 まとめにかえて

第l節調査の成果

上原遺跡では竪穴式住居跡37粁、掘ι柱建物跡3娘、講30条、土坑68基、堀2条、ピァト293基が調査さ
れた。住居跡の年代は、古噴時代2軒、奈良時代6軒、干'正時代25粁、時期不明4軒であった。注目すべき

遺物としては、墨書土器が7占出士している。また、鉄製品の出土も多く、奈良 平安時代の住居跡31軒の

うち、半数を超える16軒の住居跡から出上Lている。

上原遺跡で調査された遺構の量は、伊勢町地I烹遺跡群の発制調査で調査された遺構の総数からみるとごく

少ないが、それは調査範囲の制約によるものであり、遺構の分布が希薄であったとは言えない。特にD区で

は狭く限られた範囲の調査であったにもかかわらず、多くの遺構が検出されている。住居跡、の年代が示すと

おり、この区域における集落形成の開始は少なくとも古墳時代まで遡ることができ、これ以降は長期間にわ

たり、継続的に集落が'gまれていたことがわかる。

第2節伊参城と小城

上原遺跡は、伊参域、小城という 2つの城館跡の推定地となっており([吾妻郡城塁史j参照)、伊参城

は中世の館跡、小城は戦国時代の城跡とされている。伊参城の推定地である B区では、自自の存在を裏付ける

ような遺構は検出されなかったが、 0-2区の2号溝、 0-4区の 7号講はいずれも粕川軽石を覆土に含ん

でいることから年代は中世以降と与えられ、遺構の形状 位前から考えて小城の堀跡として報告した。参考

までに発掘調牽時に作成したD区の現況図を掲載しておく 。f吾妻郡城塁史jの記述及び略損IJ図と比較する

と、 0-1一号織は三の丸の、 0-2号婦は本丸の姻に該当すると考えられる。

さて、この小城はどのような付属施設を有していたのだろうか。D区では数多くの柱穴が検出され、特に

0-4区では柱穴が多く調査された。このなかには帰立柱建物跡や柵列と考えられるような柱穴の配列も認

められたが、調査範囲が部分的であったこともあり、これりの遺構としては断定し難かった。したがって、

城の付属施設については残念ながら不明である。
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